
一
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紀
ポ
ワ
ト
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ー
の
一
史
料
に
見
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世
俗
領
・
王
た
ち
の
紛
争
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和
解
・
戦
争
・
君
臣
関
係
・
身
体

轟
木
広
太
郎

は
　
じ
　
め
　
に

　
一
三
世
紀
以
前
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
に
お
け
る
紛
争
と
紛
争
解
決
は
、
近

年
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
学
界
に
お
い
て
も
、
ま
た
わ
が
国
で
も
活
況
を
呈

し
て
い
る
研
究
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
｝
O
l
｝
二
世

紀
の
社
会
秩
序
に
つ
い
て
従
来
か
ら
の
図
式
が
塗
り
か
え
ら
れ
る
可
能
性
を

多
く
の
人
が
そ
こ
に
見
て
と
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
お
も
わ
れ
る
。
二
〇
世
紀

半
ば
す
ぎ
ま
で
支
配
的
だ
っ
た
古
典
学
説
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
と
し
た

封
建
的
分
立
状
態
の
進
ん
だ
地
域
は
、
国
王
・
諸
侯
権
力
が
無
力
化
す
る
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ナ
ー
キ
ー
状
態
に
陥
っ
た
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
後
、
G
・
デ
ユ
ビ
ー
、
J

－
F
・
ル
マ
リ
ニ
エ
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
史
研
究
は
、
紀
元
千
年
前
後
の

諸
侯
領
の
分
断
を
、
た
ん
な
る
社
会
の
無
秩
序
と
い
う
よ
り
も
、
城
主
制
と

い
う
、
あ
た
ら
し
い
統
治
シ
ス
テ
ム
と
し
て
積
極
的
に
提
示
し
た
。
と
は
い

え
、
城
主
た
ち
が
諸
侯
の
法
廷
に
服
さ
な
く
な
る
と
い
う
主
張
か
ら
し
て
、

司
法
の
機
能
不
全
と
い
う
古
典
学
説
の
認
識
は
少
な
か
ら
ず
踏
襲
さ
れ
た
の

　
　
　
②

で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
理
解
か
ら
は
、
司
法
と
治
安
が
よ
う
や
く
安
定
化
に

向
か
う
の
は
、
カ
ペ
i
王
権
と
諸
侯
勢
力
が
裁
判
権
の
整
備
を
軸
に
領
域
統

合
に
着
手
す
る
｝
二
世
紀
前
半
を
ま
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
見
解

が
ご
く
自
然
と
導
か
れ
た
。

　
し
か
し
、
紛
争
研
究
が
異
議
を
唱
え
た
の
は
ま
さ
に
そ
の
点
で
あ
っ
た
。

従
来
の
見
方
の
根
底
に
は
、
訴
訟
で
あ
れ
暴
力
で
あ
れ
、
私
人
間
の
紛
争
状

態
を
解
決
す
る
の
は
、
最
終
的
に
は
公
的
な
秩
序
維
持
シ
ス
テ
ム
、
わ
け
て

も
国
家
の
司
法
制
度
を
お
い
て
ほ
か
に
な
い
と
い
う
前
提
が
あ
っ
た
。
し
か

し
、
「
国
家
な
き
」
時
代
に
も
、
公
的
な
強
制
力
と
は
べ
つ
の
次
元
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
種
類
の
紛
争
が
処
理
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
ど
う
か
。
こ
う
し
た

視
点
か
ら
、
一
　
…
一
三
世
紀
半
ば
の
南
フ
ラ
ン
ス
の
修
道
院
証
書
を
読
み
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な
お
し
、
戦
士
社
会
の
紛
争
解
決
法
に
つ
い
て
斬
新
な
解
釈
を
提
示
し
た
の

が
F
・
L
・
チ
ェ
イ
エ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。
チ
ェ
イ
エ
ッ
ト
は
、
当
時
主
流
を

占
め
た
和
解
は
、
法
廷
の
無
力
の
証
し
で
は
な
く
、
戦
士
た
ち
の
名
誉
観
念

を
考
慮
し
た
柔
軟
な
伸
裁
の
結
果
だ
っ
た
と
い
う
。
と
い
う
の
も
、
和
解
に

お
い
て
は
、
裁
判
官
や
法
廷
参
加
者
が
当
事
者
双
方
に
何
ら
か
の
補
償
を
与

え
る
こ
と
に
よ
り
、
完
全
な
敗
訴
と
い
う
不
名
誉
を
だ
れ
に
も
負
わ
せ
ず
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

紛
争
を
有
効
に
決
着
さ
せ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
チ
ェ
イ
エ
ッ
ト
の
主
張
は
、
そ
の
後
、
H
・
D
・
ホ
ワ
イ
ト
、
W
・
デ
イ

ヴ
ィ
ー
ズ
、
P
・
フ
ラ
ク
ラ
、
P
・
ギ
ア
リ
…
ら
英
米
の
研
究
者
を
中
心
に

敷
術
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
紛
争
当
事
者
と
そ
の
親
族
、
封
主
、
「
朋
輩
」

が
、
共
通
の
価
値
観
に
も
と
づ
い
て
法
廷
の
内
外
で
交
渉
を
重
ね
、
解
決
の

た
め
の
合
意
形
成
を
は
か
る
と
い
う
貴
族
社
会
の
秩
序
イ
メ
ー
ジ
が
形
成
さ

　
　
　
　
④

れ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
見
解
は
、
D
・
バ
ル
テ
ル
ミ
ー
、
B
・
ル
メ
ル
ら
、

や
や
遅
れ
て
紛
争
研
究
に
関
心
を
示
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
研
究
者
に
も
基
本
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

に
は
受
容
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
さ
ら
に
和
解
の
重
要
性
を
強
調
す

る
傾
向
は
、
前
後
の
時
代
の
研
究
に
も
波
及
し
た
。
R
・
ル
阿
ジ
ャ
ン
は
、

カ
ロ
リ
ン
グ
時
代
に
は
、
和
解
を
中
心
と
す
る
当
事
者
間
の
私
的
な
紛
争
解

決
を
制
限
し
よ
う
と
す
る
王
権
の
試
み
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
挫
折
し
た
と

　
　
　
　
⑥

述
べ
て
い
る
。
他
方
、
C
・
ゴ
ヴ
ァ
ー
ル
も
、
一
四
二
五
燈
紀
に
国
王
恩

赦
状
が
付
与
さ
れ
る
前
提
条
件
と
し
て
、
被
害
者
と
の
示
談
が
重
視
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
⑦

と
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
当
事
者
を
和
解
に
導
く
た
め
の
説
得
・
圧

力
の
手
段
（
呪
誼
や
破
門
、
聖
遺
物
の
利
用
）
や
儀
礼
（
権
利
放
棄
、
降
伏
、

慧
智
の
儀
式
）
、
和
解
を
維
持
す
る
方
法
（
封
建
関
係
の
締
結
、
祈
祷
兄
弟

盟
約
へ
の
加
入
）
に
つ
い
て
の
研
究
も
、
共
同
体
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

柔
軟
に
紛
争
処
理
を
図
る
中
世
領
主
社
会
の
イ
メ
ー
ジ
を
補
完
し
た
。
以
上

の
研
究
動
向
に
、
古
典
的
ア
ナ
ー
キ
ー
説
と
同
時
に
、
国
家
的
な
司
法
制
度

の
み
を
本
来
的
な
治
安
シ
ス
テ
ム
と
す
る
仮
説
へ
の
反
論
が
込
め
ら
れ
て
い

る
の
を
見
て
と
る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
難
し
く
は
あ
る
ま
い
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
転
換
の
一
方
で
、
そ
こ
に
は
い
く
つ
か
の
問
題
点
や

課
題
が
あ
る
こ
と
も
否
め
な
い
。
第
｝
は
、
修
道
院
証
書
へ
の
偏
向
と
い
う

史
料
的
問
題
で
あ
る
。
紛
争
研
究
の
先
導
者
の
一
人
で
あ
る
ホ
ワ
イ
ト
自
身

が
反
省
し
た
よ
う
に
、
従
来
の
研
究
は
、
修
道
院
史
料
の
多
数
を
占
め
る
、

修
道
院
と
権
勢
が
比
較
的
拮
抗
す
る
領
主
と
の
紛
争
を
考
察
の
中
心
に
据
え

る
こ
と
が
多
く
、
宥
和
的
な
和
解
の
モ
デ
ル
に
は
必
ず
し
も
当
て
は
ま
ら
な

い
紛
争
、
た
と
え
ば
「
悪
し
き
慣
習
」
（
領
主
的
賦
課
租
）
の
負
担
を
被
る

農
民
を
巻
き
込
ん
だ
訴
訟
、
封
主
な
ど
第
蕪
着
に
よ
る
強
権
的
な
介
入
、
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

決
に
よ
る
決
着
の
ケ
ー
ス
な
ど
は
十
分
に
論
じ
て
は
こ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に

修
道
院
史
料
に
は
、
紛
争
の
過
程
に
お
け
る
戦
争
や
フ
ェ
ー
デ
の
役
割
が
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

い
ぜ
い
間
接
的
に
し
か
あ
ら
わ
れ
な
い
と
い
う
難
点
も
あ
る
。
こ
の
点
、
紛

争
の
さ
い
の
騎
士
に
よ
る
フ
ェ
ー
デ
は
、
九
世
紀
末
以
来
、
敵
対
領
主
の
支
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配
下
に
あ
る
農
村
へ
の
攻
撃
と
い
う
か
た
ち
で
行
わ
れ
た
こ
と
を
論
じ
た
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ル
チ
ル
ミ
ー
の
近
著
な
ど
が
注
目
に
値
し
よ
う
。

　
第
二
は
、
歴
史
研
究
の
理
論
的
背
景
の
問
題
で
あ
る
。
紛
争
研
究
が
提
示

し
て
き
た
「
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」
社
会
と
い
う
見
方
は
、
じ
つ
は
現
代
の
欧
米

先
進
諸
国
に
お
け
る
正
規
の
裁
判
の
枠
外
で
調
停
・
和
解
を
推
進
し
よ
う
と

す
る
司
法
改
革
の
動
き
（
「
裁
判
外
紛
争
処
理
」
）
と
無
縁
で
は
な
い
。
チ
ェ

イ
エ
ッ
ト
や
ホ
ワ
イ
ト
（
お
よ
び
彼
ら
が
参
考
に
し
た
人
類
学
者
た
ち
）
は
、

こ
う
し
た
現
代
的
要
請
を
、
「
司
法
陛
コ
ン
セ
ン
サ
ス
ー
1
和
解
」
と
い
う
図

式
の
も
と
に
、
中
世
社
会
の
秩
序
観
念
に
無
意
識
に
投
影
し
た
部
分
が
小
さ

　
　
⑫

く
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
考
え
て
み
て
気
づ
く
の
は
、
そ
こ
に
は

古
典
学
説
と
本
質
的
に
変
わ
ら
ぬ
前
提
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
両
者

は
結
論
こ
そ
違
え
、
紛
争
を
解
消
し
秩
序
を
回
復
す
る
は
た
ら
き
を
司
法
本

来
の
姿
と
捉
え
、
具
体
的
に
は
そ
れ
は
ど
う
な
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
問
い

に
答
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
近
現
代
社
会
の
な
か
で
、
そ
れ
を
超
え
る
司
法
の

現
実
に
直
面
し
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
、
刑
事
罰
と
し
て
の
監

獄
は
、
議
場
や
学
校
と
並
ん
で
、
人
間
を
規
律
化
・
規
格
化
す
る
機
能
を
担

っ
て
き
た
。
ま
た
民
事
訴
訟
に
お
い
て
は
、
保
険
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
用
い
て

賠
償
を
計
算
し
、
人
の
身
体
や
生
命
の
価
値
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に

見
る
司
法
は
、
紛
争
の
解
消
法
と
い
う
よ
り
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
実
践

の
一
部
と
し
て
、
そ
の
時
代
特
有
の
経
験
（
正
常
・
異
常
に
よ
る
人
間
の
区

分
、
リ
ス
ク
の
管
理
）
を
形
作
る
と
い
う
側
面
を
あ
ら
わ
に
し
て
も
い
る
の

　
　
⑬

で
あ
る
。
中
世
社
会
に
お
い
て
も
、
司
法
は
そ
の
外
部
と
連
動
し
て
、
何
か

特
別
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
以
上
の
二
つ
の
問
題
点
に
鑑
み
て
、
本
稿
で
は
、
第
一
に
、
世
俗
社
会
の

紛
争
に
か
か
わ
る
史
料
を
分
析
の
対
象
と
し
、
第
二
に
、
紛
争
の
過
程
の
な

か
に
社
会
の
ほ
か
の
活
動
と
の
関
連
を
（
紛
争
の
解
消
と
い
う
点
に
と
ど
ま

ら
ず
）
探
る
と
い
う
課
題
を
設
定
す
る
。
具
体
的
に
は
、
一
一
世
紀
前
半
の
、

ア
キ
テ
！
ヌ
公
（
ポ
ワ
テ
ィ
エ
伯
）
ギ
ヨ
ー
ム
五
世
と
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ン
城
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ユ
ー
グ
と
の
あ
い
だ
の
数
々
の
紛
争
を
記
し
た
『
コ
ン
ウ
ェ
ン
ト
ゥ
ム
』
と

い
う
史
料
を
取
り
上
げ
、
世
俗
領
主
間
の
紛
争
に
お
い
て
、
和
解
が
、
一
見

そ
れ
と
は
か
け
離
れ
た
戦
争
と
こ
の
社
会
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
結
び
合
っ

て
い
た
か
、
ま
た
紛
争
そ
の
も
の
が
領
主
間
の
権
力
関
係
を
い
か
に
内
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

規
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
あ
き
ら
か
に
し
た
い
。
そ
こ
か
ら
は
、
和
解

の
多
様
な
は
た
ら
き
、
人
質
、
戦
闘
行
為
、
、
封
建
的
息
誠
と
裏
切
り
な
ど
、

修
道
院
証
書
で
は
捉
え
が
た
い
、
こ
の
時
代
独
自
の
経
験
的
要
素
が
浮
き
彫

り
に
な
る
だ
ろ
う
。
た
だ
本
論
に
入
る
ま
え
に
、
史
料
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
先

行
研
究
を
概
括
し
て
お
こ
う
。

①
こ
う
し
た
見
解
は
あ
ま
り
に
も
多
数
に
の
ぼ
る
が
、
一
例
と
し
て
、
網
．

　
こ
d
8
σ
q
①
欝
淘
ミ
瀞
ミ
惑
題
恥
ミ
，
§
s
ミ
蛎
ミ
嬉
ミ
防
§
さ
奏
寒
鴇
～
ら
黄
一
〇
畠
・
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。
Φ
ぎ
臣
Φ
↓
o
震
鋤
ぎ
Φ
巽
2
a
酔
ぴ
①
磯
Φ
碧

　
δ
O
O
、
一
寧
瓢
ミ
欺
9
麟
卜
⊃
曽
一
㊤
c
Q
9
娼
P
一
り
9
ト
こ
①
Q
Q
一
≦
．
U
弾
≦
Φ
ω
鴛
鳥
勺
「
団
。
霞
m
o
「
①

　
（
巴
ω
’
）
甲
§
飛
即
ミ
§
田
§
帖
駄
b
』
魯
ミ
跨
旨
詞
ミ
，
奪
ミ
ミ
恥
§
N
向
ミ
奪
魯
一
〇
G
Q
9
℃
層
H
．

　
○
Φ
碧
メ
、
．
＜
ぞ
お
Φ
⇒
o
o
p
｛
曄
匹
鳶
口
ω
¢
瓢
㊦
閨
鑓
⇒
o
Φ
ω
き
。
α
国
3
幹
碇
唱
。
一
〇
α
Q
冨
“
①
ω

　
旨
0
＄
巴
。
。
ヨ
窃
山
①
み
α
q
8
ヨ
Φ
p
〔
臨
Φ
。
。
8
爆
撃
ω
（
δ
窃
O
－
感
O
O
）
．
．
Ψ
郎
ミ
曽
ミ
題
肉
防
Ω
自
”

　
お
。
。
ρ
署
．
出
O
刈
・
一
一
ω
ω
π
最
近
の
も
の
と
し
て
は
以
下
の
論
文
集
が
代
表
的
で
あ

　
る
。
O
■
O
窪
く
鷲
篇
Φ
一
帥
ド
ト
こ
老
身
尊
§
様
§
§
ミ
謎
ミ
ミ
亀
§
會
甲
卜
⊃
O
O
押
≦
．

　
ρ
し
d
δ
≦
⇒
価
鵠
熊
℃
．
Ω
曾
①
o
冠
（
Φ
牙
．
y
O
9
ミ
七
口
篤
嵩
寒
ミ
ミ
ミ
晦
匿
、
愚
魯
○
ぎ
謡
讐
“
茜

　
諭
M
落
鳴
無
ご
題
§
砺
ミ
暗
童
為
㌔
ミ
O
ミ
ミ
、
鳴
る
O
O
即
ρ
O
窪
く
霞
9
（
σ
侮
■
γ
卜
織
、
霧
翫
ミ
§

　
N
ぎ
§
鈍
沁
O
O
ω
．
ま
た
、
邦
語
で
は
次
の
研
究
動
向
の
紹
介
が
必
読
で
あ
る
。
服

　
部
良
久
「
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
紛
争
と
紛
争
解
決
漏
隅
史
学
雑
誌
隔
＝

　
三
一
三
、
二
〇
〇
四
年
、
六
〇
i
八
二
頁
。
同
「
中
世
ヨ
…
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
紛

　
争
と
秩
序
－
紛
争
解
決
と
国
家
・
社
会
一
」
魍
史
林
幽
八
八
－
一
、
二
〇
〇

　
五
年
、
五
六
－
八
九
頁
。

⑤
U
■
じ
σ
壁
プ
色
§
ざ
い
ぎ
ミ
帖
こ
腎
量
売
騨
§
寝
§
黒
き
盛
ミ
ミ
専
“
織
§
ミ
無

　
濠
。
§
貯
◎
o
Q
q
歳
◎
③
9
一
〇
〇
ρ
じ
d
層
じ
Φ
ヨ
①
甑
Φ
Ψ
．
、
＾
邑
ω
鳥
。
口
轡
騨
r
り
p
二
Φ
霞
四
〇
〇
〇
乙
卿
8

　
冒
σ
Q
Φ
ヨ
①
簿
｝
｝
日
蝕
①
臨
㊦
臥
。
昌
ω
ω
霞
訂
8
艮
門
巴
艮
Φ
冒
象
。
一
辺
お
（
》
a
o
F
×
國
Φ
－
×
畷
①

　
ω
δ
α
Φ
）
．
、
一
〇
■
O
曳
く
費
負
（
a
．
）
卜
乱
撃
賜
職
ミ
§
導
嵩
ミ
鈍
噂
ワ
誌
ω
高
欄
N

⑥
即
冨
岩
戸
、
．
冒
践
。
①
δ
巻
♂
g
買
巴
ρ
器
ω
ω
。
。
芭
Φ
ω
詠
白
丁
Φ
「
身
p
琶
⑦

　
｛
茜
⇔
o
p
¢
H
×
Φ
。
。
δ
島
軌
、
w
卜
葛
葛
湯
無
菌
貯
醤
職
、
ミ
ミ
ミ
寒
冨
§
驚
鴨
8
勘
桑
色
×
ピ
H
＜
り

　
恥
町
ミ
ミ
寝
ミ
鴇
鯵
ミ
ミ
O
譜
N
O
§
母
，
o
嘱
ミ
勘
ミ
N
o
ミ
賜
ミ
ミ
勉
ミ
N
ミ
鄭
。
ミ
鴨
ミ
ミ
§
罵
り
Φ
8
噴
噴
■

　
高
刈
－
り
O
．

⑦
O
O
震
く
鉾
辞
．
．
O
轟
＄
偉
Φ
誌
。
亀
8
鶏
営
け
急
雨
①
ω
号
与
島
路
α
Q
Φ
ω
浄
一
固

　
甘
ω
に
。
Φ
δ
望
巴
Φ
ヰ
き
。
翫
ω
Φ
卿
ず
｛
ぎ
傷
雌
ヨ
。
畷
窪
鋤
σ
q
Φ
．
．
層
b
d
等
§
塾
図
籠
ミ
恥
轡
ミ
鳴
防

　
日
戸
簿
ミ
，
鷺
勲
一
㎝
ω
甲
一
Φ
0
9
唱
ワ
ト
っ
目
撃
躍
り
ρ

⑧
こ
う
し
た
研
究
は
多
数
に
の
ぼ
る
が
、
ほ
ん
の
一
例
と
し
て
、
℃
．
○
霧
q
b
ワ

　
o
四
一
．

⑨
ω
．
∪
．
≦
蔓
ρ
、
勇
δ
唐
℃
窪
8
酔
。
℃
。
藷
胃
誤
①
ω
g
号
○
｛
望
。
。
を
霧
ぎ

　
窓
Φ
象
Φ
く
既
閨
門
雪
8
、
ド
瞬
O
o
自
民
鎚
日
影
．
恥
Φ
｝
o
コ
σ
q
（
a
ω
．
）
甲
さ
ミ
免
§
N

　
S
§
N
巷
、
，
ミ
ミ
ご
、
舅
多
量
き
＄
§
ミ
ミ
Q
ミ
偽
斗
O
§
鷺
§
甲
ト
っ
O
O
一
Ψ
℃
O
■
邸
O
ω
畠
一
G
◎
5

⑩
服
部
良
久
も
ド
イ
ツ
学
界
の
動
向
を
紹
介
し
つ
つ
、
フ
ェ
ー
デ
を
組
み
込
ん
だ

　
紛
争
研
究
の
再
検
討
の
必
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
同
、
前
掲
論
文
、
七
八
－
八

　
五
頁
。

⑪
U
．
し
σ
導
ま
♂
ヨ
ざ
9
き
ミ
紬
・
切
偽
こ
ぎ
§
騨
㌔
ミ
§
§
ら
ミ
こ
a
§
鳳
§
窮
ミ

　
旨
ら
§
転
頴
。
§
ド
柏
O
O
鼻
．
署
．
リ
ム
郵
た
だ
、
バ
ル
テ
ル
ミ
ー
の
門
騎
士
的
フ
ェ
ー

　
デ
」
に
つ
い
て
の
主
張
は
、
彼
が
門
封
建
革
命
」
論
者
と
し
て
批
判
す
る
デ
ュ

　
ビ
ー
の
分
析
と
大
き
く
違
わ
な
い
。
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
デ
ユ
ビ
ー
（
松
村
剛
訳
）

　
咽
ブ
ー
ヴ
ィ
ー
ヌ
の
戦
い
i
中
世
フ
ラ
ン
ス
の
事
件
と
伝
説
－
暁
平
凡
社
、

　
一
九
九
二
年
。
ま
た
上
級
貴
族
の
問
で
は
、
事
前
の
交
渉
や
儀
礼
的
所
作
に
よ
っ

　
て
戦
争
と
和
解
が
一
定
の
ル
ー
ル
に
則
っ
て
展
開
し
た
と
い
う
主
張
で
バ
ル
テ
ル

　
ミ
ー
ら
に
も
影
響
を
与
え
た
ド
イ
ツ
史
の
研
究
と
し
て
、
ゲ
ル
ト
・
ア
ル
ト
ホ
フ

　
（
棚
井
尚
子
訳
）
一
中
世
人
と
権
カ
ー
「
国
家
な
き
時
代
」
の
ル
ー
ル
と
駆
引

　
i
睡
八
坂
書
房
、
二
〇
〇
四
年
。

⑫
と
く
に
以
下
の
論
文
は
、
人
類
学
か
ら
多
く
の
示
唆
を
得
て
い
る
ア
メ
リ
カ
の

　
紛
争
史
研
究
者
の
思
想
的
背
景
を
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
点
で
興
味
深
い
。
ジ
ェ

　
イ
ン
・
F
・
コ
リ
ア
ー
（
佐
藤
憲
一
訳
）
「
紛
争
パ
ラ
ダ
イ
ム
以
後
の
北
米
人
類

（915）135



　
学
」
棚
瀬
孝
雄
編
著
『
紛
争
処
理
と
合
意
一
法
と
正
義
の
新
た
な
パ
ラ
ダ
イ
ム

　
を
求
め
て
i
臨
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
一
房
、
一
九
九
六
年
、
一
〇
七
1
＝
二
九
頁
。

⑬
近
現
代
の
刑
事
・
民
事
司
法
の
あ
り
か
た
を
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
解
き
明
か

　
し
た
も
の
と
し
て
、
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
（
田
村
傲
訳
）
糊
監
獄
の
誕
生
一

　
監
視
と
処
罰
一
輪
新
潮
社
、
一
九
七
七
年
。
　
国
国
≦
巴
F
韓
防
§
越
譜
第
ミ

　
臆
，
o
思
§
N
轟
一
㊤
○
○
①
．

⑭
利
網
で
き
る
校
訂
版
と
し
て
次
の
二
つ
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
後
者
を
用
い
た
。

　
魯
冨
鶏
e
ぎ
山
色
P
勲
ミ
δ
亀
爲
ミ
。
蔦
爵
§
軋
三
脚
ミ
讐
哩
§
エ
心
ミ
§
ミ
§
幽
き
尋
N
R

　
リ
ミ
8
N
め
暮
ら
§
馬
ミ
、
貯
勲
同
㊤
O
メ
。
劉
く
H
H
ぼ
○
■
じ
d
Φ
①
o
智
団
・
○
ゲ
四
¢
≦
p
り
舞
○
’
℃
o
目

　
（
＆
．
）
“
卜
恥
§
ミ
§
ミ
ミ
電
偽
、
“
巳
Q
。
曾
§
辱
惹
ミ
越
馬
ミ
＆
ミ
ミ
§
§
》
§
§
、
跨

　
魯
愚
翁
曽
一
り
O
α
（
以
下
卜
偽
§
琶
§
ミ
ミ
と
略
記
ン
唱
．
お
○
。
μ
ω
c
。
．
ち
な
み
に
こ

　
の
書
物
は
、
史
料
に
加
え
て
、
ビ
ー
チ
に
よ
る
研
究
書
の
姓
格
も
備
え
て
い
る
。

⑮
こ
う
し
た
論
点
が
、
先
行
す
る
紛
争
研
究
の
な
か
で
皆
無
だ
っ
た
わ
け
で
は
な

　
い
。
た
と
え
ば
、
℃
’
○
舞
蔓
噌
。
も
・
o
置

史
料
に
つ
い
て

　
『
コ
ン
ウ
ェ
ン
ト
ム
臨
は
、
一
〇
二
〇
年
代
の
ポ
ワ
ト
ゥ
ー
地
方
を
舞
台

と
す
る
、
ア
キ
テ
ー
ヌ
公
と
複
数
の
城
主
が
か
か
わ
っ
た
数
々
の
紛
争
の
記

録
で
あ
る
。
世
俗
領
主
間
の
現
実
の
紛
争
を
描
い
た
こ
の
よ
う
な
史
料
は
、

ほ
ぼ
す
べ
て
の
著
述
が
教
会
人
の
独
占
で
あ
っ
た
こ
の
時
代
、
き
わ
め
て
ま

れ
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
内
容
は
、
中
心
人
物
で
あ
る
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ン

城
主
ユ
ー
グ
の
そ
の
時
々
の
紛
争
相
手
に
応
じ
て
、
便
宜
的
に
大
き
く
二
つ

の
局
面
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
周
面
①
】
ユ
ー
グ
と
ト
ゥ
ア
ー
ル
副
伯
の
、
シ
ャ
テ
ル
ロ
ー
副
伯
ボ
ゾ
ン

　
　
　
　
　
　
　
①

の
封
を
め
ぐ
る
紛
争

【
局
面
②
】
ユ
ー
グ
と
ラ
ン
コ
ン
領
主
エ
ム
リ
お
よ
び
ラ
・
マ
ル
シ
ュ
伯
べ

　
　
　
　
　
　
　
②

ル
ナ
ー
ル
と
の
紛
争

た
だ
、
『
コ
ン
ウ
ェ
ン
ト
ゥ
ム
駈
の
主
人
公
は
、
あ
く
ま
で
も
ユ
ー
グ
と
ア

キ
テ
ー
ヌ
公
ギ
ヨ
ー
ム
五
悪
の
二
人
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
書
き
手
は
、

ユ
ー
グ
の
直
接
の
紛
争
相
手
が
他
の
世
俗
領
主
の
と
き
も
、
ギ
ヨ
ー
ム
五
世

の
第
三
者
と
し
て
の
介
入
に
必
ず
言
及
し
、
し
か
も
全
体
を
つ
う
じ
て
、
あ

き
ら
か
に
主
君
ギ
ヨ
ー
ム
今
世
に
対
し
て
ユ
ー
グ
を
弁
護
す
る
と
い
う
立
場

を
と
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
他
方
、
こ
の
史
料
に
は
不
明
な
点
も
い
く
つ
か
あ
る
。
第
一
は
書
き
手
の

問
題
で
、
ユ
…
グ
弁
護
の
立
場
か
ら
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ン
家
に
か
か
わ
り
の
深
い

聖
職
者
で
あ
る
と
は
推
測
さ
れ
る
も
の
の
、
残
念
な
が
ら
そ
れ
以
上
の
こ
と

は
分
か
ら
な
い
。
ま
た
、
史
料
中
の
人
物
名
、
地
名
、
年
代
な
ど
に
詳
し
い

説
明
が
欠
け
て
い
る
点
も
そ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ユ
ー
グ
は
「
o
ぼ
聾
－

9
臣
千
人
隊
長
」
と
記
さ
れ
る
だ
け
で
、
所
有
す
る
城
へ
の
言
及
な
ど
か

ら
よ
う
や
く
同
名
の
り
ュ
ジ
ニ
ャ
ン
領
主
と
同
定
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
た

だ
こ
う
し
た
同
定
作
業
を
つ
う
じ
て
判
明
す
る
関
与
者
の
顔
ぶ
れ
か
ら
、
一

連
の
紛
争
が
一
〇
二
〇
年
代
の
こ
と
と
確
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
同
じ
く
執

136　（916）
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筆
年
代
も
、
諸
事
件
の
記
憶
が
ま
だ
あ
た
ら
し
く
、
詳
し
い
説
明
を
要
し
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

か
っ
た
と
い
う
点
か
ら
事
件
直
後
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　
次
に
、
『
コ
ン
ウ
ェ
ン
ト
ゥ
ム
臨
と
修
道
院
証
書
を
比
べ
て
み
た
と
き
の

共
通
点
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
第
一
は
、
多
数
の
紛
争
が
何
ら
か
の
種
類
の
和

解
に
よ
り
決
着
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
じ
っ
さ
い
、
和
解
を
表
す
の
に
使
わ

れ
て
い
る
タ
ー
ム
も
、
．
．
o
o
⇒
＜
窪
窪
ヨ
．
、
、
、
0
8
く
Φ
巳
魯
9
、
、
．
．
ゆ
鉱
ω
．
、
（
以
下
、

「
約
定
」
の
訳
語
を
当
て
る
）
な
ど
、
修
道
院
の
和
解
文
書
と
明
白
な
共
通

　
　
　
④

性
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
見
た
と
こ
ろ
、
『
コ
ン
ウ
ェ
ン
ト
ゥ
ム
』
中
の
世
俗

領
主
の
間
で
も
判
決
を
圓
沖
し
て
和
解
に
よ
り
紛
争
を
処
理
す
る
と
い
う
一

般
的
傾
向
が
窺
わ
れ
る
と
い
え
る
。
第
二
に
、
記
述
が
一
方
の
当
事
者
の
立

場
に
偏
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
修
道
院
証
書
も
修
道
士
た
ち
の
権
利

を
正
当
化
す
る
た
め
の
文
書
と
い
う
性
格
が
強
い
。
『
コ
ン
ェ
ン
ト
ゥ
ム
騙

は
、
ユ
ー
グ
が
将
来
の
係
争
に
備
え
て
証
拠
や
覚
書
と
し
て
準
備
し
た
も
の

と
す
る
点
で
研
究
者
の
意
見
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
が
、
筆
者
も
こ
の
立
場

を
と
る
。

　
他
方
、
明
白
な
相
違
点
も
い
く
つ
か
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
は
、

す
で
に
示
唆
し
た
よ
う
に
、
記
述
の
内
容
が
き
わ
め
て
世
俗
的
で
、
逆
に
宗

教
的
関
心
が
希
薄
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。
世
俗
領
主
は
も
ち
ろ
ん
、
文
書
中

に
あ
ら
わ
れ
る
三
人
の
司
教
も
み
な
、
ア
キ
テ
…
ヌ
公
の
宮
廷
人
と
し
て
、

あ
る
い
は
城
や
封
な
ど
の
世
俗
財
産
に
か
か
ず
ら
う
人
物
と
し
て
描
か
れ
て

い
る
。
第
二
は
、
感
情
表
現
や
対
話
が
多
用
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
た
と

え
ば
ギ
ヨ
ー
ム
五
世
が
、
命
令
の
遂
行
を
騰
躇
す
る
ユ
ー
グ
を
つ
ぎ
の
よ
う

に
威
圧
す
る
場
面
は
そ
の
典
型
で
あ
ろ
う
。
「
農
民
を
汝
の
主
と
せ
よ
と
余

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

が
命
じ
れ
ば
、
汝
は
そ
う
す
る
の
だ
。
㎏
修
道
院
証
書
に
は
こ
こ
ま
で
の
劇

的
な
や
り
と
り
が
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
。
第
三
は
、
使
わ
れ
て

い
る
ラ
テ
ン
語
に
、
文
法
や
語
形
の
点
で
破
格
が
目
立
つ
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
点
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
俗
語
の
語
彙
と
文
法
の
影
響
を
指
摘
す
る
研
究

　
　
⑥

も
あ
る
。
と
く
に
第
一
と
第
三
の
点
は
、
他
の
同
時
代
史
料
に
は
ほ
と
ん
ど

見
当
た
ら
な
い
独
特
の
特
徴
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
『
コ
ン
ウ
ェ
ン
ト
ゥ
ム
』
を
め
ぐ
る
先
行
研
究
の
関
心
は
紛

争
の
プ
ロ
セ
ス
で
は
な
く
、
ギ
ヨ
ー
ム
五
聖
と
有
力
城
主
と
の
制
度
的
な
関

係
性
と
い
う
問
題
に
も
っ
ぱ
ら
集
中
し
て
き
た
観
が
強
い
。
ま
ず
、
J
・

P
・
ポ
リ
ー
＆
E
・
ブ
ル
ナ
ゼ
ル
、
デ
ユ
ビ
ー
は
、
城
主
層
の
台
頭
に
よ
る

政
治
的
混
乱
の
な
か
で
、
紀
元
千
年
前
後
に
は
彼
ら
と
ア
キ
テ
ー
ヌ
公
と
の

関
係
が
、
カ
ロ
リ
ン
グ
国
家
へ
の
公
的
忠
誠
か
ら
、
封
の
授
受
に
依
存
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

私
的
忠
誠
の
関
係
へ
と
移
行
し
つ
つ
あ
っ
た
と
の
見
方
を
示
し
た
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
い
わ
ゆ
る
門
封
建
革
命
」
論
に
は
厳
し
い
批
判
が
向
け
ら
れ
て
い

る
。
ホ
ワ
イ
ト
と
バ
ル
テ
ル
ミ
ー
は
、
私
的
忠
誠
は
す
で
に
九
世
紀
末
か
ら

カ
ロ
リ
ン
グ
国
制
の
一
部
を
な
し
て
い
た
と
主
張
し
、
紀
元
千
年
の
変
化
と

い
う
前
提
を
否
定
す
る
。
一
一
人
は
、
『
コ
ン
ウ
ェ
ン
ト
ゥ
ム
撫
に
描
か
れ
た
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城
主
層
と
ア
キ
テ
ー
ヌ
公
の
対
立
を
、
封
の
授
受
に
依
存
す
る
私
的
忠
誠
が

も
た
ら
し
た
、
よ
り
不
安
定
な
政
治
状
況
の
あ
ら
わ
れ
と
は
見
な
い
。
と
く

に
バ
ル
テ
ル
ミ
ー
は
、
封
の
授
受
と
オ
マ
ー
ジ
ュ
は
領
主
間
の
関
係
の
出
発

点
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
あ
と
公
的
と
も
私
的
と
も
な
り
う
る
忠
誠
を
め
ぐ
る
複

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

雑
な
権
力
関
係
が
展
開
し
た
と
指
摘
す
る
。

　
ま
た
こ
う
し
た
論
争
と
は
べ
つ
に
、
君
臣
関
係
や
封
に
か
か
わ
る
さ
ま
ざ

ま
の
用
語
を
詳
し
く
検
討
し
た
も
の
と
し
て
、
J
・
マ
ー
チ
イ
ン
ゲ
イ
ル
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

G
・
ビ
ー
チ
の
研
究
が
あ
る
。
と
く
に
ビ
ー
チ
は
、
『
コ
ン
ウ
ェ
ン
ト
ゥ
ム
』

中
の
「
主
君
に
裏
切
ら
れ
る
封
臣
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
に
着
目
し
、
こ
の
史

料
を
『
ラ
ウ
ル
・
ド
・
カ
ン
ブ
レ
』
な
ど
、
一
一
一
世
紀
武
勲
詩
の
先
駆
と
位

　
　
　
⑩

置
づ
け
た
。
し
か
し
、
騎
士
文
学
と
テ
ー
マ
上
の
類
似
性
が
た
し
か
に
認
め

ら
れ
る
と
し
て
も
、
史
料
中
の
登
場
人
物
と
年
代
が
歴
史
的
に
矛
盾
な
く
同

定
さ
れ
る
以
上
、
隅
コ
ン
ウ
ェ
ン
ト
ゥ
ム
』
を
あ
え
て
虚
構
と
見
な
す
必
要

が
あ
る
と
は
お
も
わ
れ
な
い
。
む
し
ろ
問
題
は
、
史
料
の
内
容
が
虚
構
か
現

実
か
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
君
臣
聞
の
裏
切
り
と
い
う
テ
ー
マ
を
、
＝
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

一
二
世
紀
の
領
主
社
会
に
対
し
て
ど
う
位
置
づ
け
る
か
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
史
料
は
こ
こ
二
〇
年
あ
ま
り
、
紛
争
研
究
と
も
か
か

わ
り
の
深
い
歴
史
家
も
含
め
て
か
な
り
の
注
目
を
浴
び
て
き
た
。
し
か
し
、

門
は
じ
め
に
」
で
示
し
た
よ
う
な
観
点
、
す
な
わ
ち
紛
争
の
プ
ロ
セ
ス
の
な

か
に
、
司
法
と
そ
の
外
部
と
の
結
び
つ
き
を
探
る
と
い
う
試
み
は
基
本
的
に

は
ま
だ
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
以
下
、

か
ら
検
討
し
て
ゆ
く
こ
と
に
し
よ
う
。

ま
ず
約
定
の
多
様
な
は
た
ら
き

①
ト
こ
§
嬢
ミ
§
甲
署
お
ω
高
b
。
刈
■

②
ト
こ
§
§
N
帖
§
も
唱
」
卜
。
刈
－
お
。
。
層

③
　
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
は
、
本
章
註
⑨
の
ビ
ー
チ
や
マ
ー
チ
ィ
ン
ゲ
イ
ル
の
研

　
究
に
依
拠
し
た
。

④
℃
．
○
母
蕾
p
、
ド
餌
。
8
＜
①
巳
Φ
g
壁
、
”
吋
ミ
翁
銚
§
§
ミ
§
S
§
愚
、
き
譜
§
、
§

　
昏
ミ
馬
ミ
玄
馬
鼻
一
④
㎝
P
署
．
愈
ω
－
心
二
一
¢
鎮
餌
σ
q
8
午
窯
o
a
Φ
朗
．
、
罰
匹
窪
目
Φ
浄

　
ま
a
巴
ま
ヨ
貯
答
δ
口
巴
r
o
ω
傷
、
毯
笛
巴
①
ω
ω
臼
ヨ
〇
三
ω
号
ゆ
庫
窪
罫
×
⑦
－
ま
げ
纂
×
H
H
①

　
ω
δ
乱
①
．
．
甲
℃
ゲ
．
≦
o
甑
（
＆
．
γ
鱒
、
ミ
馬
ミ
，
禽
旨
駄
亀
§
誉
』
臨
心
ミ
§
暴
§
卜
霜
餐
§
ら
ミ

　
誉
N
響
§
偽
霜
黛
N
ミ
，
一
畳
。
§
ト
一
⑩
①
P
唱
や
一
ま
－
一
駆
卜
⊃
一
℃
■
し
σ
o
訂
p
p
し
。
鴎
ρ
、
ビ
④
ω

　
8
蟹
δ
g
δ
霧
雲
。
爵
8
ω
畠
塁
訂
O
餌
邑
。
α
q
器
晋
×
謬
ω
δ
島
Φ
．
、
”
9
ミ
ミ
ミ
禽

　
旨
織
ミ
題
譜
N
躍
崎
ミ
ミ
§
魯
§
ト
ミ
餐
免
§
q
ミ
譜
N
時
斡
起
罵
蹟
斜
N
ミ
、
書
濠
。
§
卜
悔
b
．

　
一
G
。
刈
上
卜
⊃
9
以
上
の
研
究
は
南
フ
ラ
ン
ス
や
ス
ペ
イ
ン
に
集
中
し
て
い
る
が
、
ポ

　
ワ
ト
ゥ
ー
や
北
フ
ラ
ン
ス
で
も
、
同
様
な
和
解
の
形
式
は
も
ち
ろ
ん
広
く
見
ら
れ

　
た
。

⑤
隠
§
ミ
§
ミ
ミ
ら
．
に
。
。
・

⑥
ヨ
憂
欝
。
冨
二
。
〉
琶
8
騨
熊
巴
草
き
α
q
話
≦
蒔
曽
冨
曾
℃
。
ぎ
自
些
巷
み
。
。
盲

　
匹
0
2
旨
窪
＝
簿
ぎ
曾
×
同
Φ
ω
一
Φ
o
ぼ
、
．
▼
ミ
N
§
鷺
馳
§
、
騎
昏
沁
§
卜
§
匿
嵩
鳴
し
㊤
①
P

　
O
や
一
ω
－
鱒
鱒
．

⑦
｝
．
－
勺
治
。
ξ
Φ
肯
い
し
d
。
嘆
慧
N
ぐ
D
だ
寒
§
ミ
§
§
濠
。
§
黄
さ
－
華
駐
§
b
。
詮
■
り

　
一
8
押
憲
高
ω
c
。
－
一
お
一
〇
．
U
犀
σ
ざ
ト
肉
§
亀
§
愈
㌔
譜
寒
塁
8
ミ
昏
眠
§
ミ

　
賊
冨
、
ら
鳶
○
○
メ
N
虹
◎
£
一
〇
Q
◎
メ
℃
℃
．
欝
刈
・
一
二
．

⑧
ω
．
U
’
≦
賦
β
．
．
ω
け
曇
Φ
α
q
δ
憂
蝉
。
島
¢
Φ
号
・
ω
『
9
塁
Φ
葺
6
牙
野
α
q
器
ω
匹
Φ

　
ビ
霧
黄
p
墜
、
一
ミ
笥
。
譜
ミ
旨
ミ
馬
“
こ
、
N
“
ミ
蓉
§
、
、
騎
昏
O
§
題
防
b
黛
婁
齢
』
甲
一
8
卜
⊃
甲

　
篭
．
一
ミ
・
窃
刈
二
畠
．
㌦
．
↓
冨
℃
9
駄
8
0
｛
困
縣
Φ
窪
《
一
国
雌
α
q
ゲ
。
晩
U
虐
臨
σ
q
μ
き
轡
仙
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一一｢紀ポワトゥーの一史料に見る世俗領主たちの紛争（轟木）

　
≦
竈
冨
ヨ
。
｛
諺
ρ
¢
障
雪
Φ
、
ド
ρ
U
昏
帥
ヨ
乱
。
巳
ρ
い
。
σ
【
一
碧
8
（
織
．
y
Q
§
聴
恥

　
b
黛
婁
卜
将
ミ
ミ
鴨
寒
N
謹
§
焼
轟
6
0
ρ
暑
’
譜
G
。
面
ω
ρ
践
．
甲
．
．
〉
Ω
芭
ω
o
｛

　
濁
畠
窪
蔓
ぎ
○
」
O
O
O
雪
、
甲
同
．
≧
｛
。
鵠
。
鋤
「
囚
Φ
言
Φ
曾
v
鴛
＆
．
国
。
。
邑
。
岩
（
巴
ω
’
）
”

　
b
u
ミ
§
嵩
随
卜
馨
蔦
ミ
島
亀
、
ざ
N
ミ
§
N
U
蹄
8
ミ
篭
い
§
駄
凄
ミ
二
藍
い
ミ
聖
篭
ミ
亀
註

　
さ
ミ
魅
§
N
き
§
勘
舞
b
◎
O
O
♪
署
．
⑫
・
b
。
c
。
一
U
‘
じ
d
p
詳
ま
一
Φ
日
ざ
ト
貯
嵩
ミ
概
ミ
ミ
誉
騨
魯

　
窯
奏
Ψ
庖
5
ω
ω
一
－
○
。
㎝
○
。
二
匹
‘
．
、
諺
g
o
霞
些
茸
み
。
は
島
Φ
冨
。
酔
Φ
ω
（
・
O
曾
く
Φ
艮
信
ヨ

　
閏
q
σ
q
o
眩
ω
・
・
∀
ピ
餌
ω
魚
σ
q
ロ
2
門
帥
Φ
o
護
δ
巨
器
①
二
①
欲
。
縣
p
謀
ヨ
ρ
2
津
磐
8
雲

　
×
H
Φ
。
。
陰
雨
Φ
、
ド
雨
ミ
ミ
§
駐
ミ
。
ミ
亀
冨
脊
。
§
6
鴨
竃
“
鳴
く
9
ω
こ
浄
ミ
ミ
§
ミ
ミ
恥
ミ
ミ

　
譜
N
Q
§
縣
こ
寒
勘
§
o
ミ
恥
ミ
ミ
動
ミ
N
器
§
豪
亀
§
Ψ
駆
刈
る
O
O
ρ
＜
o
一
」
も
P
蒔
高
刈
－

　
幽
Q
O
⑩

⑨
H
．
竃
帥
三
昌
二
三
号
鳥
野
簿
．
く
罵
9
9
巳
＜
H
月
ρ
し
d
①
Φ
。
ダ
．
．
↓
冨
ピ
。
乱
＼

　
U
①
窟
巳
Φ
簿
（
＜
器
ω
p
同
）
濁
。
討
け
圃
。
霧
膨
哩
＞
O
器
Φ
禦
巳
《
｛
8
日
〉
ρ
巴
梓
m
ぎ
Φ
p

　
一
〇
ω
Q
．
－
§
ミ
壽
ミ
厚
塗
馬
§
N
§
§
9
悼
膳
”
一
〇
〇
Q
。
層
℃
ワ
一
－
ω
ρ

⑩
ト
ミ
§
§
§
ミ
も
勺
．
刈
山
F
主
君
ラ
ウ
ル
に
裏
切
ら
れ
つ
づ
け
、
つ
い
に
は
母

　
が
身
を
寄
せ
て
い
た
修
道
院
に
火
を
か
け
ら
れ
た
べ
ル
ニ
エ
は
、
た
し
か
に
ギ

　
ョ
ー
ム
五
世
に
裏
切
ら
れ
る
ユ
ー
グ
の
姿
と
重
な
る
。
ω
．
図
餌
冤
（
Φ
ゆ
ソ
沁
職
§
N
懸

　
9
ミ
守
§
▼
ぴ
Φ
葺
Φ
ω
α
q
o
曄
一
ρ
器
。
。
Ψ
一
〇
8
．

⑪
騎
士
文
学
に
見
ら
れ
る
裏
切
り
の
テ
ー
マ
を
扱
っ
た
ホ
ワ
イ
ト
の
以
下
の
論
文

　
が
示
唆
に
竈
む
。
嵐
．
㌃
．
円
価
℃
δ
凱
Φ
ヨ
。
｛
門
H
①
霧
。
只
件
正
日
に
鉱
。
｛
U
繊
話
一
①

　
図
。
隻
5
甲
℃
．
ω
欝
｛
｛
o
汽
傷
し
■
じ
2
①
尻
。
け
四
巳
曾
諸
黛
瓢
乙
巴
⑦
（
巴
。
・
’
ソ
ト
犠
黛
ト
ミ
⑫

　
§
駄
象
鞭
§
ミ
凡
塁
肉
鴇
a
笥
℃
N
き
ミ
ミ
，
駄
象
妬
§
沁
亀
き
§
b
O
O
飼
暑
’
り
9
二
9

二
　
約
定
の
多
様
な
役
割

　
『
コ
ン
ウ
ェ
ン
ト
ゥ
ム
』
に
は
合
計
一
〇
を
上
回
る
約
定
へ
の
書
及
が
あ

り
、
世
俗
社
会
で
も
和
解
が
紛
争
解
決
の
形
式
と
し
て
大
き
な
割
合
を
占
め

て
い
た
ら
し
い
と
先
ほ
ど
述
べ
た
。
し
か
し
、
じ
つ
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
な
結

論
を
下
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
史
料
的
理
由
が
あ
る
。
『
コ
ン
ウ
ェ
ン
ト
ゥ

ム
鵬
と
修
道
院
文
書
と
で
は
、
記
述
ス
タ
イ
ル
の
次
元
で
大
き
な
違
い
が
存

在
す
る
。
後
者
で
は
、
個
別
の
紛
争
が
記
述
の
対
象
と
さ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
、

敵
対
関
係
は
個
々
の
証
書
の
枠
内
に
完
結
し
て
描
か
れ
る
の
が
ふ
つ
う
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
前
者
で
は
、
ギ
ヨ
ー
ム
三
世
と
ユ
ー
グ
の
霜
臣
関
係
の
長
期

的
な
展
開
を
記
述
の
基
盤
と
し
て
、
そ
の
う
え
に
多
く
の
約
定
が
位
置
づ
け

ら
れ
る
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
史
料
で
は
、
｝
つ

㏄
つ
の
約
定
が
終
結
さ
せ
た
個
別
の
紛
争
で
は
な
く
、
む
し
ろ
逆
に
、
雑
多

な
約
定
を
含
み
こ
ん
だ
大
局
的
な
権
力
関
係
の
推
移
が
浮
か
び
上
が
る
の
で

あ
る
。
そ
こ
か
ら
は
、
単
な
る
和
解
の
締
結
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
約
定
の
多

義
的
な
は
た
ら
き
が
見
え
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

　
噌
コ
ン
ウ
ェ
ン
ト
ゥ
ム
』
の
冒
頭
で
は
、
ギ
ヨ
ー
ム
五
世
と
ユ
ー
グ
が
最

初
に
結
ん
だ
約
定
が
記
さ
れ
て
い
る
（
【
局
面
①
】
）
。
こ
の
約
定
に
よ
り
、

シ
ャ
テ
ル
ロ
ー
副
伯
ボ
ゾ
ン
の
保
有
す
る
導
。
口
9
顕
職
封
」
が
、
ボ
ゾ
ン

の
死
後
ユ
ー
グ
に
譲
渡
さ
れ
る
こ
と
が
取
り
決
め
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
実

際
に
ボ
ゾ
ン
が
死
去
す
る
と
、
こ
の
封
が
ト
ゥ
ア
ー
ル
副
伯
サ
ヴ
ァ
リ
に
よ

り
強
奪
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
る
。
こ
れ
を
契
機
に
、
ア
キ
テ
ー
ヌ
公

と
二
人
の
有
力
城
主
の
問
に
以
下
の
よ
う
な
複
雑
な
紛
争
が
展
開
す
る
こ
と
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に
な
る
。

　
ギ
ヨ
ー
ム
五
世
は
、
ユ
ー
グ
の
期
待
に
反
し
て
、
ト
ゥ
ア
ー
ル
副
伯
の
行

為
を
黙
認
し
た
。
し
か
し
、
同
時
に
ユ
ー
グ
に
も
、
サ
ヴ
ァ
リ
の
跡
継
ぎ
の

甥
ラ
ウ
ル
と
は
、
封
が
返
還
さ
れ
な
い
限
り
い
か
な
る
約
定
も
結
ば
な
い
と

の
保
証
を
与
え
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
ギ
ヨ
ー
ム
五
世
は
「
内
密
裡
に
」
ラ

ウ
ル
の
保
有
を
承
認
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
が
、
最
初
の
ギ
ヨ
ー
ム
五
言
の
裏

切
り
で
あ
る
。

　
た
だ
、
ラ
ウ
ル
も
ギ
ヨ
ー
ム
五
心
を
完
全
に
信
頼
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。

別
途
ユ
ー
グ
に
接
近
し
て
約
定
を
結
び
、
ギ
ヨ
ー
ム
五
徳
を
出
し
抜
こ
う
と

す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
約
定
に
よ
り
、
ラ
ウ
ル
は
問
題
の
封
に
代
わ
る
別
の

土
地
を
ユ
ー
グ
に
与
え
、
さ
ら
に
自
分
の
娘
を
ユ
ー
グ
に
嫁
が
せ
る
と
い
う

合
意
が
成
立
す
る
。
今
度
は
、
ギ
ヨ
ー
ム
五
世
が
周
章
し
対
抗
策
を
迫
ら
れ

る
番
で
あ
っ
た
。
彼
は
ユ
ー
グ
に
、
「
求
め
る
も
の
は
な
ん
で
も
与
え
る
」

代
わ
り
に
婚
約
を
破
棄
す
る
よ
う
求
め
る
。
果
た
し
て
ユ
ー
グ
は
、
公
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

「
愛
と
忠
誠
の
ゆ
え
に
」
こ
の
申
し
出
に
従
う
と
答
え
る
。
ち
な
み
に
、
こ

の
よ
う
に
裏
切
ら
れ
た
家
臣
が
門
止
と
忠
誠
扁
か
ら
主
君
へ
の
帰
順
の
意
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

示
す
と
い
う
の
も
、
武
勲
詩
に
よ
く
描
か
れ
る
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。

　
以
上
の
事
件
の
経
緯
か
ら
見
え
て
く
る
の
は
、
約
定
が
紛
争
の
解
決
策
で

あ
る
の
は
、
そ
れ
を
個
々
に
切
り
離
し
て
見
た
場
合
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
点

で
あ
る
。
ラ
ウ
ル
が
ユ
ー
グ
に
和
解
を
も
ち
か
け
た
の
は
、
も
ち
ろ
ん
ユ
ー

グ
の
報
復
を
恐
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
同
時
に
、
上
級
領

主
で
あ
る
ギ
ヨ
ー
ム
五
世
の
影
響
力
を
、
城
主
間
の
水
平
的
な
連
帯
に
よ
り

排
除
し
よ
う
と
の
方
策
で
も
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
こ
に
は
、
城
主
間
紛
争

を
調
停
す
る
封
主
と
い
う
よ
う
な
単
純
な
構
図
は
な
い
。
じ
っ
さ
い
、
こ
の

城
主
間
の
約
定
は
主
君
の
反
発
を
引
き
起
こ
さ
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
。
ギ

ヨ
ー
ム
五
爵
は
、
上
級
領
主
の
婚
姻
承
認
権
を
持
ち
出
し
て
、
ユ
ー
グ
に
約

定
の
破
棄
を
迫
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
あ
と
ギ
ヨ
ー
ム
五
世
は
、
ユ
ー
グ
に
、
（
お
そ
ら
く
ラ
ウ
ル
と
の
約

定
破
棄
の
代
償
と
し
て
）
死
去
し
た
ば
か
り
の
パ
ル
ト
ゥ
ネ
イ
城
主
ジ
ョ
ス

ラ
ン
の
顕
職
封
と
寡
婦
を
受
け
取
る
よ
う
に
求
め
て
い
る
。
興
味
深
い
の
は
、

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
、
．
こ
の
封
の
本
来
の
授
与
者
で
あ
る
ア
ン
ジ
ュ
ー

伯
フ
ル
ク
：
不
う
と
の
会
談
を
設
定
し
、
ユ
ー
グ
へ
の
受
封
を
定
め
た
約
定

を
結
ん
で
い
る
点
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
当
時
の
封
の
授
受
を
め
ぐ
る
複
雑
な

慣
行
の
存
在
が
窺
わ
れ
る
。
ギ
ヨ
ー
ム
五
世
は
、
自
身
が
直
接
の
封
主
で
な

く
と
も
、
べ
つ
の
封
主
と
の
交
渉
に
よ
り
封
の
授
受
に
関
与
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
取
り
決
め
は
ま
た
も
約
定
と
い
う
か
た
ち
で
な
さ
れ

て
い
る
。
こ
こ
で
は
紛
争
の
プ
ロ
セ
ス
が
、
交
渉
と
約
定
を
介
し
て
封
建
関

係
の
締
結
と
い
う
行
為
と
つ
な
が
っ
て
い
る
の
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
さ
て
、
ギ
ヨ
ー
ム
五
世
は
、
今
度
は
こ
の
約
定
を
ラ
ウ
ル
に
圧
力
を
か
け

る
の
に
活
用
す
る
。
ラ
ウ
ル
を
呼
び
出
し
て
、
ユ
ー
グ
が
先
の
約
定
を
破
棄
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す
る
と
同
時
に
別
の
約
定
を
結
ん
だ
こ
と
を
述
べ
、
こ
の
措
置
は
ラ
ウ
ル
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

主
君
へ
の
不
忠
に
対
す
る
罰
だ
と
宣
告
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
あ
る
約
定
に
別
の
約
定
を
対
抗
さ
せ
る
紛
争
の
展
開
は
、
コ

ン
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
秩
序
回
復
と
い
う
、
修
道
院
文
書
か
ら
導
か
れ
て
き
た

従
来
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
大
き
く
か
け
離
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
違
い
は
、

上
級
領
主
の
介
入
が
必
ず
し
も
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
仲
裁
と
は
い
え
な
い
と
い

う
事
態
か
ら
生
じ
て
い
る
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
ま
で
紹

介
し
て
き
た
部
分
で
は
、
紛
争
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
城
や
土
地
は
一
封
」

と
さ
れ
て
い
る
が
、
後
述
の
い
く
つ
か
の
箇
所
で
は
、
城
主
自
身
が
世
襲
財

産
と
見
な
す
物
件
も
ま
た
主
君
を
交
え
た
紛
争
と
約
定
の
対
象
に
な
っ
て
い

る
。
バ
ル
テ
ル
ミ
ー
の
琶
う
よ
う
に
、
『
コ
ン
ウ
ェ
ン
ト
ゥ
ム
』
で
は
、
封

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

か
黒
影
地
か
の
区
別
は
紛
争
の
過
程
で
問
わ
れ
て
は
い
な
い
。
す
べ
て
が
、

約
定
の
た
め
の
折
衝
の
対
象
と
な
り
え
た
の
で
あ
る
。
見
て
き
た
よ
う
に
、

城
主
問
の
紛
争
が
た
え
ず
上
級
領
主
で
あ
る
ア
キ
テ
ー
ヌ
公
と
の
潜
在
的
な

対
立
を
内
包
す
る
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
財
産
の
理
解
の
仕
方
が
あ
っ
た
と

お
も
わ
れ
る
。

　
こ
こ
ま
で
の
約
定
の
は
た
ら
き
を
ま
と
め
れ
ば
、
そ
れ
は
、
城
主
間
の
和

解
に
な
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
上
級
領
主
へ
の
対
抗
手
段
と
も
な
り
、
ま
た
上

級
領
主
に
よ
る
裏
切
り
の
方
策
と
も
な
れ
ば
、
下
位
領
主
へ
の
処
罰
と
も
な

り
え
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
単
独
に
は
和
解
に
見
え
る
そ
れ
ぞ
れ
の

約
定
は
、
同
時
に
、
長
期
的
な
次
元
で
紛
争
を
個
々
に
有
利
に
展
開
さ
せ
る

方
策
で
も
あ
り
、
封
建
関
係
を
作
り
出
す
起
因
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
約
定
の
は
た
ら
き
や
目
的
は
そ
れ
だ
け
に
つ
き
る
も
の
で
は
な
い
。

　
ト
ゥ
ア
ー
ル
副
伯
ラ
ウ
ル
の
死
去
に
よ
っ
て
紛
争
は
次
の
局
面
を
迎
え
る
。

ユ
ー
グ
は
好
機
到
来
と
ば
か
り
に
、
長
年
の
宿
望
で
あ
っ
た
問
題
の
封
の
授

与
を
ギ
ヨ
ー
ム
愛
鳥
に
求
め
る
。
こ
れ
に
対
し
て
ギ
ヨ
ー
ム
警
世
は
、
ラ
ウ

ル
の
跡
を
継
い
だ
甥
の
ジ
ョ
フ
ロ
ワ
が
返
還
に
応
じ
る
ま
で
、
ト
ゥ
ア
ー
ル

側
と
は
い
か
な
る
約
定
も
結
ば
な
い
と
ユ
ー
グ
に
誓
約
す
る
。
と
こ
ろ
が
、

ギ
ヨ
ー
ム
五
世
は
ま
た
し
て
も
前
一
溜
を
翻
し
て
、
ジ
ョ
フ
ロ
ワ
と
約
定
を
交

わ
し
た
と
、
書
き
手
は
、
再
度
ギ
ョ
！
ム
五
世
の
背
信
ぶ
り
を
強
調
し
て
い

る
。　

し
か
し
、
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
ギ
ヨ
ー
ム
結
露
と
の
約
定
の
あ
と
、

ジ
ョ
フ
ロ
ワ
が
ユ
ー
グ
へ
武
力
攻
撃
を
開
始
し
た
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
ジ

ョ
フ
ロ
ワ
は
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ン
家
の
居
城
の
ひ
と
つ
で
あ
る
ム
ズ
イ
ユ
を
破
壊

し
、
捕
ら
え
た
騎
士
た
ち
の
腕
を
切
り
落
と
し
、
ユ
ー
グ
側
に
多
大
の
損
害

　
　
　
　
　
　
⑤

を
与
え
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、
ア
キ
テ
ー
ヌ
公
と
の
約
定
は
、
戦
争
の
前
提

条
件
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
約
定

は
、
ジ
ョ
フ
ロ
ワ
の
側
に
と
っ
て
は
、
先
代
か
ら
続
く
ア
キ
テ
ー
ヌ
公
と
の

紛
争
の
和
解
で
あ
る
と
同
時
に
、
潜
在
的
な
敵
対
者
で
あ
る
別
の
城
主
へ
の

攻
撃
の
暗
黙
の
承
認
で
も
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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約
定
と
戦
争
と
の
関
連
は
、
ユ
ー
グ
と
ラ
ン
コ
ン
領
主
エ
ム
リ
と
の
紛
争

（門

ﾇ
面
②
】
）
に
お
い
て
よ
り
い
っ
そ
う
明
確
に
な
る
。
紛
争
の
発
端
は
、

ラ
・
マ
ル
シ
ュ
伯
ベ
ル
ナ
ー
ル
の
紺
碧
で
あ
る
エ
ム
リ
が
、
ベ
ル
ナ
ー
ル
か

ら
シ
ヴ
レ
イ
城
を
奪
取
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
の
領
主
間
紛
争
も
二
者
間

の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
や
は
り
ギ
ヨ
ー
ム
五
世
の
介
入
を
招
く
こ
と
に
な

っ
た
。
た
だ
し
、
ギ
ヨ
ー
ム
五
聖
は
直
接
的
行
動
に
は
乗
り
出
さ
ず
、
代
わ

り
に
、
ユ
ー
グ
に
シ
ヴ
レ
イ
城
の
一
部
を
ベ
ル
ナ
ー
ル
か
ら
封
と
し
て
受
け

る
よ
う
に
命
じ
た
（
理
由
は
後
述
）
。
こ
の
間
接
的
な
授
封
の
手
法
は
、
先

の
ア
ン
ジ
ュ
ー
伯
の
場
合
と
類
似
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
ユ
ー
グ
は
こ
の

命
令
に
難
色
を
示
し
、
一
年
に
わ
た
っ
て
そ
の
遂
行
を
留
保
す
る
。
つ
い
に

し
び
れ
を
切
ら
し
た
ギ
ヨ
ー
ム
慨
世
は
「
余
が
農
民
を
汝
の
主
と
せ
よ
と
命

じ
れ
ば
、
汝
は
そ
う
す
る
の
だ
」
と
、
ユ
ー
グ
に
向
か
っ
て
高
圧
的
な
言
辞

を
吐
い
た
と
い
う
。
結
局
、
ユ
ー
グ
は
ま
た
も
主
君
に
帰
順
し
、
ベ
ル
ナ
ー

ル
と
授
封
の
約
定
を
結
ぶ
こ
と
に
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
ギ
ヨ
ー
ム
五
爵
が
こ
の
よ
う
な
命
令
を
下
し
た
か
は
、

一
見
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
、
続
く
箇
所
で
こ
の
疑
問
は
氷
解
す
る
。
そ

こ
に
は
、
ベ
ル
ナ
ー
ル
の
封
臣
と
な
っ
た
ユ
ー
グ
が
シ
ヴ
レ
イ
城
攻
撃
を
開

始
し
、
戦
闘
の
末
、
封
臣
と
所
領
に
甚
大
な
損
央
を
出
し
た
こ
と
が
記
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
⑥

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ギ
ヨ
ー
ム
二
世
の
狙
い
は
、
ラ
ン
コ
ン
領

主
エ
ム
リ
と
の
紛
争
に
お
い
て
、
ユ
ー
グ
を
ラ
・
マ
ル
シ
ュ
伯
側
の
旧
臣
と

し
て
戦
線
に
立
た
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
シ
ヴ
レ

イ
城
に
封
を
保
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ユ
ー
グ
は
、
さ
き
の
ト
ゥ
ア
ー
ル
副

伯
ジ
ョ
フ
ロ
ワ
同
様
、
敵
対
者
へ
の
先
制
攻
撃
の
根
拠
を
持
つ
こ
と
に
な
っ

た
（
正
確
に
は
、
持
た
さ
れ
た
）
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
ユ
ー
グ
が
当
初
命

令
を
拒
ん
だ
の
も
、
名
旨
に
す
ぎ
な
い
受
封
が
参
戦
へ
の
同
意
を
意
味
す
る

と
認
識
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
約
定
の
呂
的
は
、

戦
争
を
児
据
え
た
紛
争
関
係
の
な
か
に
～
人
の
家
臣
を
動
員
す
る
こ
と
に
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
『
コ
ン
ウ
ェ
ン
ト
ゥ
ム
』
か
ら
は
約
定
の
多
様
な
役
割

が
あ
き
ら
か
と
な
る
。
そ
の
役
割
と
は
、
仲
裁
・
調
停
に
つ
き
る
も
の
で
は

ま
っ
た
く
な
か
っ
た
。
紛
争
の
過
程
で
結
ば
れ
る
約
定
は
、
封
や
世
襲
財
産

の
帰
趨
を
決
定
し
つ
つ
、
戦
争
を
根
拠
づ
け
、
君
臣
関
係
を
再
規
定
す
る
と

い
う
積
極
的
な
は
た
ら
き
を
担
っ
た
。
ア
キ
テ
ー
ヌ
公
と
城
主
層
と
の
権
力

関
係
は
、
む
し
ろ
、
一
種
の
燈
常
的
な
紛
争
状
態
を
土
台
と
し
て
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
に
展
開
し
て
い
た
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
和
解
は
こ
う
し
た

複
雑
な
権
力
関
係
の
一
側
面
で
あ
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

　
①
隷
ら
§
§
§
ミ
も
」
悼
ω
．

　
②
卜
§
§
§
§
ミ
ら
℃
．
ω
O
ム
ピ

　
③
貯
§
贈
§
曽
鳳
§
曽
署
」
卜
。
ω
・
｝
鐸

　
④
∪
■
じ
d
p
臨
血
§
ざ
。
や
。
ぎ
b
唱
．
ホ
。
。
－
臨
り
’

　
⑤
簿
§
§
ミ
§
－
署
．
冨
9
お
①
’
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⑥
貯
8
ミ
§
ミ
ミ
も
も
鳥
雪
－
這
㊤
■

三
　
人

質

　
以
上
の
こ
と
は
、
こ
の
社
会
が
そ
れ
だ
け
無
秩
序
だ
っ
た
こ
と
を
意
味
す

る
わ
け
で
は
な
い
。
筆
者
が
強
調
し
た
い
の
は
、
一
見
和
解
に
見
え
る
約
定

の
は
た
ら
き
が
、
戦
争
へ
の
道
筋
を
設
定
し
た
り
、
封
の
授
受
を
促
が
し
た

り
と
い
っ
た
、
司
法
の
外
部
の
経
験
と
ひ
そ
か
に
結
ば
れ
て
い
る
と
い
う
点

で
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
、
和
解
や
戦
争
に
さ
い
し
て
、
封
・
城
・
土
地
と
い

っ
た
係
争
物
件
と
取
引
さ
れ
た
モ
ノ
の
存
在
に
着
目
し
て
み
た
い
。
と
い
う

の
は
、
こ
う
や
っ
て
移
動
す
る
モ
ノ
の
な
か
に
こ
そ
、
和
解
と
戦
争
と
い
う

～
見
相
容
れ
な
い
二
つ
の
行
為
を
（
前
章
で
示
唆
し
た
よ
う
に
）
こ
の
社
会

の
な
か
で
通
底
さ
せ
て
い
る
具
体
的
条
件
が
見
嵐
さ
れ
る
と
お
も
わ
れ
る
か

ら
で
あ
る
。

　
修
道
院
史
料
で
も
、
和
解
後
志
対
者
に
付
与
さ
れ
た
モ
ノ
に
つ
い
て
は
頻

繁
に
琶
及
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
多
く
は
、
係
争
物
件
と
は
別
の
土
地
や
権
利
、

金
銭
、
馬
や
武
器
、
修
道
士
の
と
り
な
し
の
祈
り
な
ど
で
あ
っ
た
。
こ
う
し

た
慣
行
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
ホ
ワ
イ
ト
は
、
人
類
学
の
「
贈
与
－
反
贈

与
」
の
図
式
を
援
用
し
て
、
和
解
を
確
実
に
す
る
た
め
の
、
権
利
放
棄
（
と

い
う
好
意
の
贈
り
物
）
に
対
す
る
一
種
の
返
礼
で
あ
っ
た
と
の
解
釈
を
示
し

　
　
①

て
い
る
。
一
方
、
『
コ
ン
ウ
ェ
ン
ト
ゥ
ム
』
の
な
か
で
、
係
争
物
件
と
交
換

さ
れ
る
モ
ノ
と
し
て
際
立
っ
て
い
る
の
は
人
質
で
あ
る
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。

で
は
、
交
換
材
料
と
し
て
の
人
質
は
、
前
章
で
見
た
約
定
の
多
義
的
な
役
割

と
の
関
連
で
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
人
質
へ
の
最
初
の
言
及
は
、
先
に
述
べ
た
、
ユ
ー
グ
と
ト
ゥ
ア
ー
ル
副
伯

ジ
ョ
フ
ロ
ワ
と
の
戦
闘
で
、
ユ
ー
グ
の
家
臣
た
ち
に
大
き
な
損
失
が
出
た
場

面
の
あ
と
の
、
ユ
ー
グ
に
よ
る
報
復
の
箇
所
の
な
か
に
見
ら
れ
る
（
【
局
面

①
】
）
。
ユ
ー
グ
は
そ
の
戦
闘
で
、
ト
ゥ
ア
ー
ル
の
騎
士
四
十
三
名
の
捕
縛
に

成
功
し
た
。
『
コ
ン
ウ
ェ
ン
ト
ゥ
ム
』
の
書
き
手
は
、
捕
虜
の
価
値
を
四
万

ソ
リ
ド
ゥ
ス
と
算
定
し
て
、
そ
れ
が
、
戦
争
の
過
程
で
ユ
ー
グ
が
失
っ
た
所

領
を
奪
還
す
る
、
す
な
わ
ち
「
醤
×
平
和
と
甘
ω
一
葺
置
正
義
」
を
得
る
格
好

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
交
換
材
料
と
な
る
可
能
性
が
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で

も
ギ
ヨ
ー
ム
五
器
の
横
や
り
が
入
る
。
ギ
ヨ
ー
ム
五
世
は
ユ
ー
グ
に
使
者
を

遣
わ
し
て
、
人
質
の
引
渡
し
を
要
求
す
る
の
で
あ
る
。
ユ
ー
グ
は
抵
抗
す
る

が
、
ギ
ヨ
ー
ム
二
世
は
ま
た
し
て
も
次
の
よ
う
な
尊
大
な
言
葉
を
口
に
す
る
。

「
汝
は
余
の
も
の
で
あ
り
、
余
の
意
に
沿
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
。
ユ
ー
グ
は
、

不
本
意
な
が
ら
や
は
り
こ
の
命
令
に
従
う
こ
と
を
決
意
す
る
。
そ
し
て
ギ

ヨ
ー
ム
五
明
と
約
定
を
交
わ
し
、
所
領
の
圓
復
の
約
束
と
そ
れ
が
叶
わ
ぬ
場

合
の
賠
償
の
保
証
と
引
き
換
え
に
人
質
を
引
渡
す
。
だ
が
、
ギ
ヨ
ー
ム
累
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
約
束
は
ま
た
も
や
履
行
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
こ
こ
で
確
認
で
き
る
の
は
、
城
主
問
の
戦
争
で
獲
得
さ
れ
た
捕
虜
が
、
つ

143 （923）



ぎ
に
は
上
級
領
主
と
の
約
定
に
お
い
て
取
引
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
『
コ
ン
ウ
ェ
ン
ト
ゥ
ム
隔
の
書
き
手
が
注
意
深
く
捕
虜
の
値
段
を
鋒
出

し
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
だ
ろ
う
。
人
質
は
価
値
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
具
体
的
な
モ
ノ
と
し
て
戦
争
と
約
定
と
を
結
び
つ
け
る
の
で
あ
る
。

　
二
番
目
の
言
及
は
、
ユ
ー
グ
が
ギ
ヨ
ー
ム
鉄
魚
の
命
令
に
よ
り
う
・
マ
ル

シ
ユ
伯
ベ
ル
ナ
ー
ル
に
オ
マ
ー
ジ
ュ
を
捧
げ
て
封
臣
に
な
っ
た
約
定
の
場
面

（【

ﾇ
面
②
】
）
に
見
つ
か
る
。
こ
の
さ
い
、
ベ
ル
ナ
ー
ル
は
授
封
と
同
時
に
、

ユ
ー
グ
に
四
人
の
人
質
を
差
し
出
し
て
い
る
。
こ
こ
で
生
命
が
人
質
の
提
供

者
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
先
述
の
よ
う
に
、
封
と
し
て
設
定
し
た
シ
ヴ
レ
イ

城
（
正
確
に
は
、
そ
の
四
分
の
一
）
が
現
実
に
は
ベ
ル
ナ
ー
ル
の
手
中
に
な

か
っ
た
た
め
、
そ
れ
に
代
わ
る
担
保
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

注
目
す
べ
き
は
、
こ
こ
で
も
ま
た
ギ
ヨ
ー
ム
五
世
が
以
下
の
よ
う
に
人
質
の

引
渡
し
を
求
め
て
介
入
し
て
き
た
点
で
あ
る
。
「
つ
ぎ
な
る
約
定
の
も
と
に

余
に
入
質
を
預
け
よ
。
す
な
わ
ち
、
も
し
ベ
ル
ナ
ー
ル
が
汝
と
結
ん
だ
約
定

を
信
義
に
よ
り
守
ら
ね
ば
、
余
は
汝
の
監
督
下
に
入
質
を
委
ね
、
余
が
汝
に

負
う
べ
き
援
助
を
果
た
そ
う
。
」
結
局
ユ
ー
グ
は
再
度
ギ
ヨ
ー
ム
五
世
を
信

　
　
④

任
す
る
。
そ
の
後
、
ユ
ー
グ
が
番
謡
ム
リ
戦
に
動
員
さ
れ
た
こ
と
は
す
で
に

触
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
先
の
ベ
ル
ナ
ー
ル
と
ユ
ー
グ
の
約
定
に
よ
る
人
質

の
設
定
は
、
ラ
ン
コ
ン
領
主
と
の
戦
闘
準
備
の
　
環
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

し
か
も
、
ギ
ヨ
ー
ム
三
世
は
ユ
ー
グ
と
の
別
個
の
約
定
で
こ
の
人
質
の
保
有

権
ま
で
握
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
入
質
に
つ
い
て
は
、
後
か
ら
再
度
の
即
智
が
あ
る
。
ユ
ー
グ
は
エ
ム

リ
と
の
戦
闘
で
シ
ヴ
レ
イ
城
の
一
部
を
獲
得
し
た
も
の
の
、
重
い
賦
課
租
を

要
求
し
た
こ
と
で
城
の
騎
士
た
ち
の
反
感
を
買
っ
て
い
た
。
騎
士
た
ち
は
、

対
抗
策
と
し
て
、
ラ
・
マ
ル
シ
ュ
伯
ベ
ル
ナ
ー
ル
に
城
の
引
渡
し
を
持
ち
か

け
て
約
定
を
結
ぶ
に
い
た
る
。
当
然
こ
の
約
定
を
承
服
し
か
ね
た
ユ
ー
グ
は
、

今
度
は
、
ベ
ル
ナ
ー
ル
と
エ
ム
リ
仙
窟
（
エ
ム
リ
の
後
継
者
〉
の
連
合
軍
と

の
戦
闘
に
追
い
込
ま
れ
る
。
窮
地
に
陥
っ
た
ユ
ー
グ
は
、
先
の
戦
闘
で
共
同

戦
線
を
張
っ
た
ギ
ヨ
ー
ム
五
世
に
、
法
廷
を
開
催
す
る
か
、
あ
る
い
は
別
の

所
領
を
補
償
と
し
て
譲
渡
す
る
か
、
さ
も
な
く
ば
、
ギ
ヨ
ー
ム
五
塵
の
手
に

委
ね
て
い
た
入
質
を
引
渡
す
よ
う
要
求
す
る
。
し
か
し
、
ユ
ー
グ
の
訴
え
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

再
度
無
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
そ
し
て
最
後
の
言
及
は
、
今
述
べ
た
戦
争
の
過
程
で
ラ
・
マ
ル
シ
ュ
伯
の

ジ
ャ
ン
セ
イ
城
を
ユ
ー
グ
が
陥
落
さ
せ
た
あ
と
、
ユ
ー
グ
と
ギ
ヨ
ー
ム
五
世

お
よ
び
ア
ン
ジ
ュ
ー
伯
フ
ル
ク
と
の
会
談
の
場
面
に
出
て
く
る
。
史
料
に
は

明
記
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
ユ
ー
グ
は
、
ジ
ャ
ン
セ
イ
城
を
フ
ル
ク
か
ら
授

封
さ
れ
る
と
い
う
条
件
で
攻
城
に
及
ん
だ
と
見
ら
れ
る
。
と
い
う
の
も
、

ユ
ー
グ
が
落
と
し
た
城
を
再
建
す
る
と
、
フ
ル
ク
が
そ
の
引
渡
し
を
要
求
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
三
者
会
談
の
過
程
で
フ
ル
ク
は
、
城
と
交
換
で
自
分

が
ギ
ヨ
ー
ム
五
世
に
人
質
を
提
供
し
、
ユ
ー
グ
が
ギ
ヨ
ー
ム
三
世
か
ら
そ
れ
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⑥

に
代
わ
る
担
保
を
取
る
と
い
う
約
定
を
提
案
す
る
。
こ
の
複
雑
な
交
渉
は
結

局
物
別
れ
に
終
わ
る
が
、
二
人
の
主
君
と
一
人
の
家
臣
が
、
人
質
を
材
料
と

し
て
戦
後
処
理
と
封
建
関
係
を
同
時
に
協
議
し
た
様
子
が
よ
く
窺
わ
れ
る
。

　
以
上
の
事
例
か
ら
、
約
定
に
お
い
て
人
質
が
主
要
な
交
換
材
料
と
し
て
活

用
さ
れ
た
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。
し
か
も
、
戦
争
に
お
け
る
捕
虜
の
獲
得
に

始
ま
り
、
戦
争
へ
の
準
備
、
戦
後
処
理
に
い
た
る
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
登
場

す
る
。
い
っ
て
み
れ
ば
、
戦
い
の
な
か
で
獲
得
さ
れ
る
身
体
は
、
こ
う
し
て

約
定
で
握
握
と
さ
れ
る
身
体
へ
と
移
行
す
る
の
で
あ
る
。
修
道
士
た
ち
は
、

和
解
の
相
手
に
し
ば
し
ば
追
善
の
祈
祷
を
約
束
し
た
。
そ
れ
を
あ
の
世
の
生

命
の
贈
与
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
世
俗
領
主
た
ち
の
約
定
で
交

換
さ
れ
た
の
は
こ
の
世
の
生
命
だ
っ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て

ギ
ヨ
ー
ム
五
十
や
フ
ル
ク
ら
上
級
領
主
は
、
入
質
が
戦
争
と
和
平
の
こ
の
よ

う
な
主
要
な
交
換
材
料
で
あ
っ
た
た
め
に
、
執
拗
に
そ
の
取
引
に
約
定
を
つ

う
じ
て
介
入
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
人
質
を
め
ぐ
る
ア
キ
テ
ー
ヌ
公
と
城
主
の
権
力
関

係
の
反
響
は
、
他
の
史
料
の
う
ち
に
も
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、

同
じ
ギ
ヨ
ー
ム
五
世
が
司
宰
者
と
な
っ
て
　
一
世
紀
初
頭
に
ポ
ワ
テ
ィ
エ
で

開
催
さ
れ
た
「
神
の
平
和
」
会
議
の
条
文
で
あ
る
。

　
こ
の
会
議
で
は
、
所
領
の
纂
奪
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
紛
争
に
お
い
て
、

当
事
者
の
一
方
が
法
廷
へ
訴
え
出
た
場
合
、
そ
の
地
域
の
「
鷺
畔
8
霧
有

力
領
主
あ
る
い
は
嘗
紆
×
裁
判
官
」
が
こ
れ
を
裁
く
義
務
を
負
う
と
い
う
こ

と
が
決
定
さ
れ
た
。
し
か
も
「
有
力
領
主
あ
る
い
は
裁
判
官
」
は
、
人
質
を

提
供
し
た
う
え
で
、
「
冨
×
平
和
と
甘
ω
簿
這
正
義
の
圓
復
」
を
誓
約
し
な

く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
も
し
か
れ
ら
が
判
決
の
執
行
を
怠
れ
ば
、
人
質
の

．
安
全
は
保
証
さ
れ
な
い
。
ま
た
単
独
で
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、

そ
の
他
の
裁
判
官
の
援
助
を
求
め
、
集
団
的
制
裁
に
よ
っ
て
平
和
違
反
者
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

屈
服
さ
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
。
「
有
力
領
主
あ
る
い
は
裁
判
官
扁

と
は
、
当
然
ユ
ー
グ
や
ト
ゥ
ア
ー
ル
軽
愚
ら
有
力
城
主
た
ち
を
指
す
は
ず
で

あ
る
。
ま
た
、
条
文
申
に
は
明
言
さ
れ
て
い
な
い
が
、
提
供
さ
れ
た
人
質
の

身
柄
の
預
か
り
主
は
ギ
ヨ
ー
ム
五
世
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
こ
で
注

目
さ
れ
る
の
は
、
第
一
に
、
こ
の
平
和
決
議
は
｝
方
の
当
事
者
か
ら
の
訴
え

を
前
提
と
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
厳
密
に
は
領
主
間
の
フ
ェ
ー
デ
を
禁
止
し

て
は
い
な
い
点
、
第
二
に
、
裁
判
長
の
側
に
責
任
の
重
い
負
荷
が
課
さ
れ
て

い
る
点
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
唄
コ
ン
ウ
ェ
ン
ト
ゥ
ム
』
か
ら
あ
き
ら
か
な

よ
う
に
、
同
時
に
彼
ら
こ
そ
が
所
領
を
め
ぐ
る
紛
争
の
最
大
の
当
事
者
、
し

か
も
フ
ェ
ー
デ
を
も
辞
さ
な
い
当
事
者
で
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
こ
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
事
態
は
、
単
な
る
裁
判
権
の
強
化
と
い

う
こ
と
よ
り
も
ず
っ
と
複
雑
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
城
主
た
ち
の
「
平
和
と
正
義
」
に
ア
キ
テ
ー

ヌ
公
が
入
質
を
求
め
て
介
入
す
る
と
い
う
構
図
は
、
『
コ
ン
ウ
ェ
ン
ト
ゥ
ム
臨
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と
重
な
る
部
分
が
小
さ
く
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
二
つ
の
史
料
か
ら
見
え

て
く
る
の
は
、
ア
キ
テ
ー
ヌ
公
が
、
裁
判
官
と
も
ま
た
係
争
の
当
事
者
と
も

な
り
う
る
有
力
領
主
層
か
ら
入
質
を
差
し
出
さ
せ
、
そ
れ
を
挺
子
と
し
て
、

あ
る
場
合
に
は
紛
争
解
決
に
介
入
し
、
そ
れ
が
巧
を
奏
さ
な
い
と
き
は
反
抗

す
る
領
主
へ
の
武
力
攻
撃
を
ほ
か
の
領
主
に
命
じ
る
体
制
で
は
な
い
だ
ろ
う

殉
・
違
い
と
い
え
ば
・
『
コ
ン
ウ
ェ
ン
ト
ゥ
と
で
は
・
ギ
ヨ
ー
ム
毒
の

絶
え
ざ
る
介
入
が
、
い
つ
も
個
別
の
領
主
と
の
私
的
な
交
渉
と
取
り
決
め
と

い
う
形
式
を
と
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
も
説
明
の
つ
か
な
い

こ
と
で
は
な
い
。
お
そ
ら
く
「
神
の
平
和
」
で
は
フ
ェ
ー
デ
そ
れ
自
体
が
禁

止
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
戦
争
を
含
め
た
現
実
の
紛
争
の
次
元
で
は
、

個
々
の
関
係
に
応
じ
た
契
約
で
あ
る
約
定
を
交
わ
す
と
い
う
別
の
対
応
策
が

必
要
と
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　
じ
っ
さ
い
、
『
コ
ン
ウ
ェ
ン
ト
ゥ
ム
』
に
は
こ
う
し
た
体
制
を
連
想
さ
せ

る
箇
所
が
あ
る
。
ユ
ー
グ
が
ラ
・
マ
ル
シ
ュ
伯
ベ
ル
ナ
ー
ル
と
の
戦
闘
で
、

ラ
・
マ
ル
シ
ュ
伯
領
内
に
城
を
建
造
し
て
優
位
に
立
っ
た
さ
い
に
、
ギ
ヨ
ー

ム
五
三
が
下
位
領
主
の
す
べ
て
に
ユ
ー
グ
へ
の
助
力
を
禁
止
す
る
命
令
を
発

す
る
場
面
（
門
局
面
②
】
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
ギ
ヨ
ー
ム
五
節
は
、
こ
の
あ
と

両
者
の
間
に
一
五
日
閥
の
休
戦
を
定
め
た
約
定
を
結
ば
せ
る
の
で
あ
る
。
た

だ
し
、
ギ
ヨ
ー
ム
二
世
は
、
休
戦
三
毛
中
に
ユ
ー
グ
を
封
臣
の
奉
仕
義
務
と

称
し
て
ガ
ス
コ
ー
ニ
ュ
公
と
の
会
談
に
連
れ
出
し
、
ベ
ル
ナ
ー
ル
側
に
休
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

破
り
の
機
会
を
与
え
て
し
ま
う
。
こ
こ
に
も
、
必
ず
し
も
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と

は
い
え
な
い
平
和
仲
裁
者
と
し
て
の
ギ
ヨ
ー
ム
五
世
の
立
場
が
よ
く
あ
ら
わ

れ
て
い
る
。

　
世
俗
領
主
問
の
紛
争
で
も
、
和
解
に
さ
い
し
て
頻
繁
に
モ
ノ
の
交
換
が
な

さ
れ
て
い
た
こ
と
は
本
章
の
検
討
か
ら
あ
き
ら
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
人

質
の
交
換
は
単
な
る
反
贈
与
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
和
解
の
保
証

だ
け
で
な
く
、
戦
争
の
目
的
（
捕
虜
の
獲
得
）
あ
る
い
は
戦
争
の
準
備
条
件

と
も
、
ま
た
封
の
担
保
と
も
な
る
こ
と
で
、
紛
争
を
土
台
と
す
る
権
力
関
係

の
基
本
的
な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

①
ω
．
P
≦
耳
ρ
．
．
評
。
ε
ヨ
8
σ
Q
窪
く
ぎ
。
搾
Φ
冨
導
。
肖
質
象
。
ξ
既
．
も
℃
．
ω
8
・
ω
O
ω
9

②
多
時
、
捕
虜
と
な
っ
た
騎
士
を
請
け
戻
さ
せ
る
慣
行
が
始
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
点

　
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
西
部
・
申
部
フ
ラ
ン
ス
封
建
社
会
に
お
け
る
領
主
裁
判
」

　
『
史
林
』
八
六
－
五
、
二
〇
〇
三
年
、
四
五
－
四
九
頁
。

③
緯
ら
§
q
§
音
§
ら
ワ
冨
①
高
卜
。
s

④
隠
§
ミ
§
ミ
葺
℃
「
憲
。
。
．

⑤
貯
§
ミ
§
馬
§
も
℃
」
ω
O
μ
。
。
ピ

⑥
ト
ミ
§
q
ミ
§
周
も
℃
」
認
μ
ω
ω
．

⑦
ζ
き
。
。
芸
Φ
e
”
象
§
ミ
ミ
8
㌧
ミ
§
ミ
§
ミ
封
ミ
壽
砺
帖
ミ
ミ
ミ
ミ
費
く
。
r
ち
り

　
O
O
一
’
吋
①
磐
卜
⊃
①
c
◎
．

⑧
平
和
誓
約
者
間
の
人
質
の
交
換
と
そ
れ
を
掌
握
し
よ
う
と
す
る
諸
侯
や
国
王
と

　
い
う
構
図
は
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
と
北
フ
ラ
ン
ス
の
平
和
会
議
に
も
見
ら
れ
た
点
に

　
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
江
川
温
「
ロ
ベ
ー
ル
三
世
の
王
権
と
『
神
の
平

　
和
㎞
運
動
－
一
〇
二
〇
年
代
初
の
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
と
北
フ
ラ
ン
ス
ー
」
関
西
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中
世
史
研
究
会
編
『
西
洋
中
世
の
秩
序
と
多
元
性
』
法
律
文
化
社
、
～
九
九
四
年
、

　
三
五
一
五
四
頁
。
こ
の
論
文
の
四
八
i
五
二
頁
に
は
、
ヴ
エ
ル
ダ
ン
・
シ
ュ
ル
・

　
ル
・
ド
ゥ
ー
会
議
（
一
〇
一
九
i
一
〇
二
二
年
）
で
の
決
定
に
基
づ
く
誓
約
文
と
、

　
コ
ン
ピ
ェ
ー
ニ
ュ
会
議
（
一
〇
二
三
年
ご
ろ
）
に
由
来
す
る
ボ
ー
ヴ
ェ
ー
司
教
区

　
で
の
誓
約
文
の
邦
訳
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

⑨
隷
ら
§
§
§
ミ
も
掌
お
回
山
。
。
・
。
．

四
　
ユ
ー
グ
に
よ
る
忠
誠
破
棄
一
戦
争
と
証
明
1

　
『
コ
ン
ウ
ェ
ン
ト
ゥ
ム
臨
の
最
後
に
は
、
ユ
ー
グ
に
よ
る
ア
キ
テ
t
ヌ
公

に
対
す
る
忠
誠
破
棄
の
場
面
（
【
局
面
②
】
）
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、

戦
争
や
君
臣
間
の
忠
誠
と
い
う
問
題
が
今
ま
で
以
上
に
鮮
明
に
問
わ
れ
る
だ

け
で
な
く
、
法
廷
の
証
明
の
場
面
が
あ
ら
わ
れ
て
、
両
者
の
紛
争
状
態
は
ク

ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
い
た
る
。
本
章
で
は
、
こ
の
部
分
を
詳
し
く
分
析
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
補
完
し
た
い
。

　
戦
争
に
関
連
し
て
い
え
ば
、
『
コ
ン
ウ
ェ
ン
ト
ゥ
ム
』
か
ら
窺
わ
れ
る
特

徴
の
ひ
と
つ
は
、
戦
争
の
正
当
な
根
拠
を
示
そ
う
と
す
る
態
度
で
あ
る
。

ユ
ー
グ
と
ト
ゥ
ア
ー
ル
副
伯
、
ラ
ン
コ
ン
領
主
、
ラ
・
マ
ル
シ
ュ
伯
と
の
そ

れ
ぞ
れ
の
戦
争
に
は
、
す
で
に
示
唆
し
た
よ
う
に
、
か
な
ら
ず
特
定
の
根
拠

が
示
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
第
｝
に
、
紛
争
物
件
の
城
が
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ン
家

の
相
続
財
魔
で
あ
る
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
シ
ヴ
レ
イ
城
の
皿
部
、
シ
ゼ
城

は
、
か
つ
て
は
ユ
ー
グ
の
家
系
の
属
す
る
所
領
だ
っ
た
こ
と
が
し
き
り
と
強

　
　
　
　
　
①

調
さ
れ
て
い
る
。
第
二
は
約
定
の
存
在
で
あ
る
。
ユ
ー
グ
は
、
ラ
・
マ
ル
シ

ュ
伯
と
の
約
定
が
原
因
で
、
約
束
さ
れ
た
封
を
奪
取
す
る
戦
争
へ
の
参
加
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
場
合
に
ま
し
て
重
要
な
の
は
、
主

君
と
の
戦
争
の
根
拠
で
あ
ろ
う
。
ユ
…
グ
の
忠
誠
破
棄
と
そ
れ
に
続
く
ギ

ヨ
ー
ム
五
世
と
の
戦
争
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
紛
争
に
か
か
わ
る
さ
ま
ざ
ま

な
論
点
が
集
約
的
に
あ
ら
わ
れ
る
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ラ
・
マ
ル
シ
ュ
伯
ベ
ル
ナ
ー
ル
と
戦
闘
状
態
に
入
っ
た
ユ
ン
グ
が
、
敵
方

の
ジ
ャ
ン
セ
イ
城
を
陥
落
さ
せ
た
こ
と
は
前
章
で
も
触
れ
た
。
こ
の
後
、
最

終
的
に
は
ジ
ャ
ン
セ
イ
城
の
処
理
に
か
ん
す
る
約
定
が
ギ
ヨ
ー
ム
留
年
と
の

あ
い
だ
で
結
ば
れ
る
。
ユ
ー
グ
は
ジ
ャ
ン
セ
イ
城
を
ギ
ヨ
ー
ム
五
世
に
引
渡

し
、
代
わ
り
に
べ
つ
の
封
を
受
け
取
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
時
に
ユ
ー
グ
は
、

自
分
の
同
意
な
く
ジ
ャ
ン
セ
イ
城
を
ラ
・
マ
ル
シ
ュ
伯
へ
返
還
し
な
い
と
の

言
質
を
ギ
ヨ
ー
ム
五
世
か
ら
得
た
。
そ
し
て
、
も
し
こ
の
約
定
が
反
故
に
さ

れ
た
と
き
は
、
家
臣
と
し
て
の
奉
仕
を
解
消
す
る
と
の
意
思
を
表
明
し
て
い

た
。　

し
か
し
、
ギ
ヨ
ー
ム
五
世
は
や
は
り
今
回
も
、
「
金
銭
と
所
領
と
引
き
換

え
に
」
ジ
ャ
ン
セ
イ
城
を
エ
ム
リ
ニ
世
に
返
還
し
て
し
ま
う
。
し
か
も
、
ギ

ヨ
ー
ム
五
世
の
背
信
は
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
『
コ
ン
ウ

ェ
ン
ト
ゥ
ム
』
は
力
説
す
る
。
約
束
し
た
代
替
の
封
の
授
与
期
限
が
き
て
も

そ
れ
を
は
た
さ
ず
、
さ
ら
に
は
二
度
目
の
期
限
も
破
り
、
つ
い
に
は
ユ
ー
グ
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に
向
か
っ
て
、
「
た
と
え
こ
の
世
界
す
べ
て
が
余
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
指

の
先
に
か
か
る
ほ
ど
の
も
の
さ
え
汝
に
与
え
る
つ
も
り
は
な
い
」
と
言
い
放

っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
聞
い
た
ユ
ー
グ
は
ギ
ヨ
ー
ム
五
五
の
法
廷

に
出
向
き
、
償
い
を
要
求
す
る
。
案
の
定
、
要
求
は
聞
き
届
け
ら
れ
な
い
。

こ
こ
で
、
つ
い
に
ユ
ー
グ
は
最
終
手
段
に
、
訴
え
る
決
意
を
す
る
。
「
居
並
ぶ

皆
の
ま
え
で
、
伯
（
公
）
の
都
市
と
身
体
を
の
ぞ
い
て
」
い
っ
さ
い
の
忠
誠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

を
破
棄
す
る
と
宣
言
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
場
面
を
描
く
に
あ
た
っ
て
、
書
き
手
は
、
ユ
ー
グ
の
忠
誠
破
棄
を
正

当
化
す
る
い
く
つ
か
の
根
拠
を
周
到
に
示
し
て
い
る
点
に
ま
ず
留
意
す
べ
き

だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
先
立
つ
約
定
に
破
棄
の
予
告
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
、

じ
つ
は
そ
の
さ
い
に
ユ
ー
グ
の
家
臣
団
か
ら
反
対
の
声
が
あ
が
っ
て
い
た
こ

と
、
ギ
ヨ
ー
ム
五
三
が
（
城
の
返
還
と
授
封
に
つ
い
て
）
二
重
の
裏
切
り
を

は
た
ら
い
た
こ
と
、
家
臣
へ
の
給
付
と
い
う
主
鴛
の
疑
い
の
な
い
義
務
を
ギ

ヨ
ー
ム
五
世
が
嘲
笑
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
ユ
ー
グ
が
こ
れ
だ
け
の
正
当

な
理
由
を
も
っ
て
し
て
も
何
の
代
償
も
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

　
そ
れ
と
あ
わ
せ
て
重
要
な
の
が
、
患
誠
破
棄
は
慰
臣
関
係
の
解
消
と
い
う

だ
け
で
な
く
、
潜
在
的
に
は
戦
争
の
予
告
で
も
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
じ

っ
さ
い
ギ
ヨ
ー
ム
五
世
は
、
「
ユ
ー
グ
や
そ
の
封
臣
が
侵
攻
を
始
め
る
前
に
偏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

先
制
攻
撃
に
出
る
。
書
き
手
は
、
「
σ
Q
器
q
9
戦
争
の
名
の
も
と
に
」
と
い
う

表
現
で
、
正
式
な
宣
戦
布
告
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
こ
う
し
て
始
ま
っ
た
君
臣
間
の
武
力
衝
突

が
、
無
制
限
な
攻
撃
で
は
な
く
、
以
下
の
よ
う
な
い
く
つ
か
の
条
件
の
も
と

に
あ
っ
た
と
い
う
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
第
一
は
、
ユ
ー
グ
の
忠
誠
破
棄
に
は
、
主
君
の
「
都
市
（
ポ
ワ
テ
ィ
エ
）

と
身
体
」
は
攻
撃
対
象
か
ら
除
外
す
る
と
の
留
保
が
付
さ
れ
て
い
た
こ
と
、

つ
ま
り
、
主
君
の
人
身
と
そ
の
居
城
の
安
全
は
保
証
し
た
こ
と
で
あ
る
。

噸
コ
ン
ウ
ェ
ン
ト
ゥ
ム
』
の
こ
の
部
分
は
、
封
建
義
務
の
内
容
を
問
う
ギ

ヨ
ー
ム
五
器
に
答
え
た
シ
ャ
ル
ト
ル
司
教
フ
ユ
ル
ベ
ー
ル
の
著
名
な
書
簡

（一

Z
二
一
年
）
と
比
較
対
照
す
る
こ
と
で
理
解
を
深
め
る
べ
き
だ
ろ
う
。

フ
ユ
ル
ベ
ー
ル
は
、
ま
ず
家
臣
の
義
務
に
書
及
す
る
。
す
な
わ
ち
主
君
の
、

①
人
身
、
②
秘
密
や
防
衛
、
③
正
義
・
名
誉
、
④
財
産
に
損
害
を
与
え
て
は

な
ら
な
ら
ず
、
ま
た
、
主
君
の
、
⑤
門
す
る
良
き
こ
と
」
、
⑥
実
現
可
能
な

こ
と
を
妨
害
し
て
は
な
ら
な
い
。
つ
ぎ
に
、
主
君
自
身
も
家
臣
に
対
し
て
同

様
の
義
務
を
負
う
こ
と
、
さ
ら
に
、
「
悪
事
を
避
け
る
だ
け
で
は
不
充
分
で

あ
り
、
（
家
臣
は
）
主
君
に
助
善
両
と
援
助
を
与
え
る
べ
き
で
あ
る
」
と
も
付

　
　
　
　
　
④

け
加
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
フ
ユ
ル
ベ
ー
ル
は
、
家
臣
と
主
君
が
相
互
に

「
し
て
は
な
ら
な
い
」
こ
と
を
列
挙
し
、
「
す
べ
き
こ
と
偏
に
つ
い
て
は
、

か
な
り
漠
然
と
し
た
一
般
論
を
述
べ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
え
る
。
ユ
ー

グ
の
忠
誠
放
棄
は
、
フ
ユ
ル
ベ
ー
ル
の
見
解
と
の
関
連
で
は
、
右
の
①
と
④

を
の
ぞ
く
い
っ
さ
い
の
義
務
、
と
く
に
「
す
べ
き
こ
と
」
を
放
棄
し
た
と
い
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う
点
で
部
分
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
よ
り
一

般
的
な
次
元
で
は
、
「
す
べ
き
こ
と
」
に
つ
い
て
曖
昧
な
規
定
し
か
存
在
し

な
い
と
い
う
こ
と
が
、
逆
に
、
個
別
の
交
渉
に
よ
っ
て
封
建
関
係
を
調
整
す

る
約
定
と
い
う
手
続
き
を
世
俗
領
主
問
で
不
可
欠
な
も
の
に
し
た
　
因
だ
と

も
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
第
二
は
、
戦
争
が
い
っ
た
ん
開
始
さ
れ
る
と
、
ユ
ー
グ
の
反
撃
は
直
接
ギ

ヨ
ー
ム
五
世
に
向
け
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
ユ
ー
グ
自
身
が
相
続
権

や
過
去
の
約
定
か
ら
権
利
を
主
張
し
う
る
と
見
な
す
城
の
攻
略
と
い
う
か
た

ち
を
と
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ユ
ー
グ
が
狙
っ
た
の
は
、
「
お
じ
の
保
有
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

い
た
」
シ
ゼ
城
と
そ
の
主
塔
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
ユ
ー
グ
の
忠
誠
破

藥
は
、
主
君
か
ら
の
承
諾
と
は
無
関
係
に
自
ら
の
「
平
和
と
正
義
」
を
追
求

す
る
と
い
う
宣
言
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
三
は
、
戦
争
は
容
易
に
和
解
の
折
衝
へ
と
移
行
し
え
た
こ
と
で
あ
る
。

ユ
ー
グ
が
シ
ゼ
城
主
ピ
エ
ー
ル
を
追
放
し
、
戦
局
で
優
位
に
立
つ
と
、
ギ

ヨ
ー
ム
五
世
は
休
戦
を
持
ち
か
け
る
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
彼
は
ユ
ー
グ
に
シ

ゼ
城
の
返
還
を
要
請
す
る
。
し
か
し
、
逆
に
ユ
ー
グ
は
、
シ
野
服
の
主
塔
だ

け
で
な
く
父
と
お
じ
が
か
つ
て
保
有
し
た
す
べ
て
の
封
、
そ
し
て
パ
ル
ト
ゥ

ネ
イ
領
主
ジ
ョ
ス
ラ
ン
の
封
、
さ
ら
に
は
黒
虫
の
約
定
の
な
か
で
約
束
さ
れ

た
す
べ
て
の
物
件
の
引
渡
し
を
要
求
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
は
そ
の
時

点
で
は
他
の
城
主
が
保
有
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
、
ユ
ー
グ
に
す
れ
ば
む

し
ろ
譲
歩
を
引
き
出
す
た
め
の
便
法
に
す
ぎ
な
か
っ
た
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し

ギ
ヨ
ー
ム
五
重
は
、
他
の
要
求
す
べ
て
を
放
棄
す
る
か
わ
り
に
、
シ
落
城
の

み
を
受
封
ず
る
と
い
う
妥
協
案
を
提
示
す
る
。
ユ
…
グ
は
再
三
に
わ
た
る
主

君
の
裏
切
り
を
顧
み
て
、
最
初
は
難
色
を
示
す
。
し
か
し
、
な
ん
と
か
和
解

に
持
ち
込
み
た
い
ギ
ヨ
ー
ム
五
世
は
、
こ
こ
で
自
ら
の
信
義
を
証
明
す
る
た

め
の
興
味
深
い
提
案
を
お
こ
な
う
。
す
な
わ
ち
、
自
ら
の
「
隷
僕
に
暮

唱
。
ほ
簿
甘
象
潟
ロ
白
判
決
を
運
ば
せ
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
言
い
回
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

は
、
ふ
つ
う
熱
鉄
審
を
指
す
と
き
に
使
わ
れ
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
つ

ま
り
ギ
ヨ
ー
ム
五
和
は
、
家
臣
に
対
す
る
忠
誠
の
証
明
と
し
て
、
神
判
を
提

案
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
じ
っ
さ
い
に
は
、
こ
の
申
し
出
に
態
度
を
軟
化
さ

せ
た
ユ
ー
グ
が
次
の
よ
う
に
再
度
恭
順
の
意
を
示
し
た
た
め
に
、
神
判
が
挙

行
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
「
あ
な
た
は
わ
た
し
の
主
君
だ
。
あ
な
た
か

ら
保
証
を
受
け
取
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
主
の
慈
悲
と
あ
な
た
の
意
に
わ

た
し
を
委
ね
る
」
と
。
『
コ
ン
ウ
ェ
ン
ト
ゥ
ム
』
は
、
こ
う
し
て
最
後
の
忠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

誠
の
約
定
が
交
わ
さ
れ
た
と
の
記
述
で
結
ば
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
忠
誠
破
棄
以
降
の
紛
争
プ
ロ
セ
ス
で
と
く
に
目
を
引
く
の
は
、
戦

争
そ
の
も
の
の
限
定
さ
れ
た
や
り
方
、
そ
し
て
和
解
の
ま
え
の
証
明
と
い
う

ハ
ー
ド
ル
の
存
在
の
二
点
で
あ
る
。
家
臣
で
あ
る
ユ
ー
グ
は
、
主
君
の
安
全

を
保
障
し
つ
つ
、
自
ら
の
「
正
義
」
を
貫
徹
す
る
か
た
ち
で
限
定
的
な
戦
争

を
進
め
た
｝
方
で
、
主
君
ギ
ヨ
ー
ム
五
世
は
家
臣
を
和
解
へ
と
引
き
戻
す
た
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め
に
神
判
と
い
う
リ
ス
ク
を
自
ら
引
き
受
け
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
と
い

え
る
。
こ
こ
に
は
、
戦
争
が
一
定
の
型
に
則
っ
て
進
め
ら
れ
る
た
め
の
ル
ー

ル
に
、
和
解
を
実
現
す
る
た
め
の
法
廷
の
ル
ー
ル
が
呼
応
し
て
、
琶
俗
領
主

間
の
権
力
関
係
の
展
開
に
筋
道
を
つ
け
て
い
る
の
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い

だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
こ
こ
で
も
ふ
た
た
び
戦
争
と
和
解
を
つ
な
ぐ
役
割
を

果
し
て
い
る
モ
ノ
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
主
君
の
身
体
で
あ

る
。
戦
争
の
危
険
を
ひ
と
ま
ず
免
除
さ
れ
る
一
方
で
、
神
判
の
試
練
に
さ
ら

さ
れ
る
身
体
で
あ
る
。
家
臣
た
ち
の
身
体
が
、
戦
争
、
約
定
、
「
神
の
平
和
」

の
な
か
で
人
質
と
し
て
取
引
さ
れ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
主
君
の
身
体

も
、
戦
争
や
裁
判
の
証
明
の
極
限
状
態
の
な
か
で
は
同
じ
く
取
引
の
対
象
と

観
念
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
君
臣
間
の
忠
誠
を
め
ぐ
っ
て
生
ず
る
戦
争
と
神
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

は
、
こ
れ
ま
た
騎
士
文
学
の
一
大
テ
ー
マ
と
な
る
の
だ
が
、
現
実
も
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
も
、
戦
争
と
和
解
の
な
か
で
危
険
と
試
練
に
さ
れ
さ
れ
る
身
体
と
い

う
同
じ
問
題
の
ま
わ
り
を
巡
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

①
卜
鴨
§
ミ
§
腎
§
ら
唱
．
お
刈
－
這
。
。
し
。
。
切
．

②
訂
§
さ
ミ
§
讐
薯
」
ω
ω
・
δ
伊

③
貯
§
ミ
§
ミ
§
り
署
．
一
ω
0
．

④
冒
し
d
①
ご
⑦
巳
ω
（
①
e
甲
§
恥
導
出
§
蜴
§
軋
ぎ
§
恥
駄
寒
§
蕊
駄
9
ミ
§
▼
δ
刈
①
り

　
℃
や
り
O
－
り
ω
．

⑤
卜
鴨
§
ミ
§
琳
§
ら
唱
し
G
。
㎝
・
お
①
・

⑥
9
男
器
Φ
屋
醸
霞
（
㊥
e
Ψ
寒
ミ
ミ
爵
§
§
駐
卜
§
ご
嵩
藁
昌
塁
一
Φ
♂
も
．
。
。
鎚

⑦
詩
§
さ
§
琳
§
も
噂
」
ω
①
山
。
。
。
。

⑧
ψ
P
≦
耳
ρ
．
月
訂
軍
。
掌
Φ
日
。
｛
早
㊦
霧
8
、
、
．

結

び

　
本
稿
は
、
「
司
法
1
ー
コ
ン
セ
ン
サ
ス
ー
1
和
解
」
と
い
う
見
方
を
批
判
し
て
、

司
法
を
、
む
し
ろ
そ
の
外
部
に
あ
っ
て
、
そ
の
時
代
特
有
の
経
験
を
作
り
出

す
は
た
ら
き
の
～
環
と
し
て
捉
え
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
『
コ
ン
ウ
ェ
ン
ト

ゥ
ム
』
の
分
析
か
ら
見
え
て
き
た
の
は
、
司
法
と
戦
争
と
封
建
関
係
の
切
り

離
し
が
た
い
結
び
つ
き
で
あ
る
。
一
見
、
和
解
の
よ
う
に
見
え
る
約
定
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

戦
争
を
合
理
化
す
る
こ
の
時
代
特
有
の
ひ
と
つ
の
手
続
き
で
も
あ
っ
た
。
ま

た
、
個
々
の
紛
争
は
、
封
の
授
受
を
生
み
出
す
要
因
そ
の
も
の
で
も
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
社
会
的
背
景
の
な
か
で
、
身
体
に
は
特
別
の
価
値
が
与
え
ら
れ
た
。

当
時
、
戦
争
捕
虜
と
な
っ
た
騎
士
に
身
代
金
を
設
定
す
る
慣
行
が
定
着
し
つ

つ
あ
っ
た
が
、
人
質
は
ま
た
約
定
の
保
証
と
し
て
も
、
封
の
担
保
と
し
て
も

交
換
さ
れ
た
。
主
君
の
身
体
に
し
て
も
、
究
極
の
場
酉
で
は
取
引
の
対
象
と

し
て
観
念
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
も
と
よ
り
、
本
稿
の
主
張
は
、
　
史
料
の
分
析
の
域
を
大
き
く
越
え
る
も

の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
修
道
院
史
料
に
偏
っ
た
従
来
の
紛
争
研
究
の
前
提

に
疑
問
を
投
げ
か
け
、
一
一
世
紀
の
世
俗
社
会
を
そ
れ
と
は
違
っ
た
脈
絡
の

な
か
に
置
き
直
す
と
い
う
提
言
の
役
割
は
果
た
せ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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一一｢紀ポワトゥーの一史料に見る世俗領主たちの紛争（轟木）

　
最
後
に
、
そ
の
後
の
時
代
に
お
け
る
君
臣
関
係
、
紛
争
、
身
体
の
価
値
の

展
開
に
つ
い
て
ひ
と
つ
の
見
通
し
を
述
べ
て
、
本
稿
を
締
め
く
く
る
こ
と
に

し
た
い
。

　
噛
コ
ン
ウ
ェ
ン
ト
ゥ
ム
隔
の
な
か
で
は
、
口
頭
で
取
り
交
わ
さ
れ
、
し
か

も
か
な
り
漠
然
と
し
た
一
般
的
義
務
と
し
て
し
か
観
念
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

よ
う
に
お
も
わ
れ
る
封
建
契
約
は
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
の
時
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

に
は
文
書
に
記
録
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
も
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
は
、

患
誠
の
証
明
方
法
と
し
て
、
神
判
や
決
闘
で
は
な
く
、
証
人
に
よ
る
調
査
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

規
定
す
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
中
世
後
期
に
は
さ
ら
な
る
変
化
が
待
っ
て
い
る
。
コ
留
Φ
・
ヨ
鉱
Φ
ω
芯
国
王

大
逆
罪
」
の
概
念
が
確
立
し
、
そ
の
結
果
、
『
コ
ン
ウ
ェ
ン
ト
ゥ
ム
撫
で
力

説
さ
れ
て
い
た
裏
切
り
は
、
今
後
は
主
潜
で
は
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
家
臣
の
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

為
と
定
義
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
と
き
、
反
逆
の
行
為
は
た
ん

に
国
王
の
生
身
の
身
体
に
対
す
る
攻
撃
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
王
の
不
可
視
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

身
体
へ
の
攻
繋
（
「
国
王
の
二
つ
の
身
体
し
）
と
し
て
広
義
に
解
釈
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
。
や
が
て
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
期
に
は
、
犯
罪
の
定
義
そ

の
も
の
の
な
か
に
、
溜
主
へ
の
反
逆
と
い
う
概
念
が
含
ま
れ
る
に
い
た
る
だ

　
⑥
ろ
う
。

　
＝
世
紀
の
主
君
ギ
ヨ
ー
ム
の
身
体
は
、
（
代
理
と
は
い
え
）
神
判
の
試

練
に
さ
ら
さ
れ
る
身
体
だ
っ
た
。
そ
の
身
体
は
戦
争
の
な
か
で
相
対
的
に
安

全
を
保
証
さ
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
約
定
と
戦
闘
の
な
か
で
取
引
さ
れ
る
家

臣
の
身
体
と
そ
れ
ほ
ど
か
け
離
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

中
世
後
期
以
降
、
国
王
の
身
体
は
特
別
な
価
値
を
帯
び
始
め
る
の
で
あ
る
。

そ
の
理
由
は
、
咽
コ
ン
ウ
ェ
ン
ト
ゥ
ム
曝
に
見
ら
れ
た
皇
臣
間
の
忠
誠
と
紛

争
と
い
う
問
題
に
、
君
主
に
対
す
る
反
逆
と
犯
罪
と
い
う
べ
つ
の
問
題
が

徐
々
に
取
っ
て
代
わ
っ
て
ゆ
く
歴
史
的
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
に
探
し
求
め
る
べ

き
だ
ろ
う
。

　
①
い
ず
れ
中
世
後
期
に
は
、
門
戦
争
の
法
」
が
発
達
す
る
こ
と
に
な
る
。
客
■
国
．

　
　
囚
①
Φ
P
§
馬
卜
犠
§
駄
き
、
§
き
驚
卜
霜
鷺
ミ
廷
馬
事
鷺
め
一
⑩
①
0
．

　
②
回
≦
■
し
ご
⇔
罷
鼠
戸
§
鴨
9
§
“
§
ミ
駄
翠
馬
§
国
轟
§
翁
、
き
§
§
』
暁
§
恥
駄

　
　
き
、
§
暮
肉
ミ
ミ
ぎ
起
ミ
§
き
鴨
ミ
き
出
鷺
動
w
一
〇
G
。
◎
署
．
卜
⊃
8
面
＄
．

　
③
た
と
え
ば
、
鑑
．
写
。
急
曾
（
a
「
）
易
§
ミ
譜
賜
匙
§
い
譜
翠
亀
§
三
国
§
置
く
。
ピ

　
　
心
　
一
〇
刈
㊤
　
口
O
■
一
軽
ら
㎝
．

　
④
ω
・
瞬
○
環
巳
Φ
r
§
鴨
卜
蹟
起
駄
寧
鎗
勉
§
ミ
ト
ミ
箋
§
婿
§
N
寒
、
§
”
一
〇
c
。
ピ

　
⑤
エ
ル
ン
ス
ト
・
H
・
カ
ン
ト
ロ
ヴ
イ
ッ
チ
（
小
林
公
国
）
『
王
の
二
つ
の
身
体

　
　
一
中
世
政
治
神
学
研
究
一
』
平
凡
社
、
一
九
九
二
年
。

　
⑥
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
、
前
掲
書
、
九
一
四
七
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
府
立
大
学
非
常
勤
講
師
）

151 （931）



essential　differences，　but　also　noting　the　sirnilarities，　one　sees　that　Temple’s　view　of

the　church　played　aii　important　ro｝e　in　the　history　of　the　period．

Conflicts　of　Secular　Lords　in　Light　of　a　Historical　Docttment

　　　　　from　11th－Century　Poitou：　Amicable　Settlements，

　　　　　　　　　　　　　　　War，　Vassalage，　and　Bodies

by

ToDOROKI　Kotaro

　　Studies　of　confiicts　and　their　resolutioR　in　medieval　European　society　have

prourerated　recently．　One　can，　however，　point　out　that　these　studies　display　two

problems．　One　concerns　documentation：　prior　studies　have　focused　almost

exclusively　upon　monastic　documents，　which　have　led　them　to　stress　the　importance

of　amicable　settlements　or　compromises　in　feudal　disputes．　The　other　is　a　theoretical

one：　those　studies　have　viewed　the　judicial　system　only　in　terms　of　its　function　in

eliminating　clisputes　or　military　confron£ations　and　restoring　social　order．　The　author

believes　that　this　pyesupposition　is　in　need　of　re－evaluation．　For　this　reason，　this

paper　analyzes　a　rare　historical　document　from　early　eleventh－century　Poitou，　a

region｛n　Westem　France．　The　decument　closely　depicts　con血cts　between　secUlar

Iords　from　a　worldly　perspeetive．　This　document，　entitled　“le　conventum，”　is

something　of　an　apology　whose　writer　attempts　to　support　and　justifY　tlte　claims　of

one　of　the　a皿tagonists，　Hugh　of　Lusignan，　against　other　secu韮ar　lords，　and　above　an，

William　V，　Duke　of　Aquitaine．　The　paper　also　argues　that　those　compromises

concluded　in　the　couyse　of　conflicts　between　the　secular　lords　are　closely　connected

to　factors　considered　outside　the　sphere　of　justice，　such　as　warfare　or　feudal

contracts．

　　Firstly，　the　confiicts　observed　between　castelians　in　this　region　were　never　free

from　intervention　from　their　superior，　Duke　Wanam．　lmportantly，　his　inteyvention

was　far　from　the　neutral　rnediation　stressed　by　previous　researchers　who　relied　on

monastic　documents．　William　is　depicted，　for　example，　requesting　that　Hugh　cancel　a

pact　of　amicable　settlementthat　he　had　concluded　with　another　castellan　and　instead

sign　another　which　was　more　politically　favorable　to　the　duke　himseif．　At　first　glance，

some　pacts　or　conventions　concluded　between　secular　lords，　including　the　Duke　of

Aquitaine，　seem　to　be　compromises　between　them．　Actually，　in　most　cases，　they　are
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at　the　same　time　designed　to　advance　preparations　for　war　against　some　other　lord．

Those　compromises　also　included　contrac£s　of　vassalage，　thereby　playing　a

determining　role　in　regulating　the　relationships　between　secular　lords．　lt　can　be　said，

therefore，　that　the　relations　of　power　in　this　society　were　largely　determined　by　its

cOI血CtUa茎　struc毛ure．

　　Secondly，　the　conveneions　concluded　during　the　process　of　the　confticts　ofteB

prescribed　the　handing　over　of　hostages　as　security　from　one　party　to　the　other　orto

the　Duke　of　Aquitaine．　Those　dea｝s　can　be　considered　as　representing　a　linl〈age

between　settlements，　act　of　the　legal　system　of　justice　in　its　broadest　sense，　and

warfare，　action　outside　the　system，　because　prisoners　of　way　were　sometimes　used

as　hostages　in　compromises，　or　because　hostages　were　handed　over　i　preparation

for　war　in　place　of　fiefs．

　　Thirdly，　the　last　scenes　of　“le　conventum，”　in　which　Hugh　of　Lusignan　declares　the

breal〈ing　of　his　vow　of　fealty　to　Dul｛e　Wllliam，　which　leads　to　open　warfare　between

them　and　finaHy　to　the　sig血g　of　another　pact　for　an　amicab圭e　setdement，　are

interesting　in　that　we　can　see　that　unwritten　rules　govern　the　prosecution　of　war　and

proceedings　of　the　court．

　　In　conclusion，　the　relations　of　power　beween　secular　lords　in　early　eleventh

century　Poitou　seem　to　have　been　based　upon　a　permanent　state　of　conflict．　This

dose　not　mean　that　this　society　had　fallen　into　a　state　of　anarchy．　lnstead，　the　pacts

and　conventions　concluded　in　the　process　of　resolving　conflicts　he｝ped　to　create，　or

recreate，　vassal　relations　at　tlrries　and　justified　war　at　others，　thereby　deterrnining

how　secular　lords　dealt　with　each　other　in　this　society．
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